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は じ め に

子供たちに「たくましく生きる力をはぐくむこと」を目指し、市内各

園、各校では、現行教育要領・学習指導要領の理念実現に向けた教育活

動の推進に力を注いでいただいていることと思います。

さて、今年度、本研究所では、「桐生市教育委員会 教育行政方針」に

示された重点施策及び喫緊の課題等を踏まえて３つの課題研究班を組織

し、それぞれが実践的な研究に取り組んできました。

学力向上班では、小中学校間のつながりに視点をあてた言語活動のあ

る単元づくり、授業づくりを研究し、児童・生徒が主体的にコミュニケ

ーションを図る資質、能力の育成を目指した研究することができました。

子ども主体の学び研究班では、主体的に学び自律した学習者を目指す

児童生徒を育成するために、自身の学びを実感できるような活動や場の

設定、振り返りの方法を工夫、適切な対話・交流活動や自己決定・試行

錯誤の場面を設定するなどの魅力ある単元構想を研究していくことをね

らいとした研究することができました。

ＩＣＴ機器活用研究班では、児童生徒の個別最適な学びと協働的な学

びの一体的な充実に向けて、授業における ICT 機器の効果的な活用方法
を検討・実践・情報発信することは、ICT 機器の効果的な活用を推進す
る上で効果があったか、その有用性を明らかにした研究をすることがで

きました。

また、教育相談に係る教職員の資質向上も重要な課題であると考え、

本年度も、教育相談研究員３名を委嘱し、指導者・リーダーの育成を目

指しました。さらに、教育相談研修講座では、「教育相談技術認定初級

取得」・「教育相談技術認定中級取得」を目指し、教育相談の理論や技術

の習得、事例研究など、教育現場での指導に役立つ研修を行ってきまし

た。

研究員の皆様には、通常の勤務の中で熱心に研究を進め、その成果を

報告集としてまとめていただき、大変御苦労様でした。

結びに、この報告集を各園・各校、関係諸機関で御活用いただき、子

供たちへの教育の向上に役立てていただければ幸いです。研究にあたり

御指導をいただきました指導助言の先生方に心より感謝申し上げるとと

もに、研究員の派遣並びに研究の推進に様々な形で御支援いただいた園

長先生、校長先生をはじめとする諸先生方に厚く御礼申し上げます。

令和８年３月

桐生市立教育研究所

所長 須藤 英隆
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令和7年度　桐生市立教育研究所研究員・指導者名簿

１　課題研究員

区分 班名 氏名 所属 備考

　

小

･

中

学

校

学力向上班

井野岡　凌 梅田南小学校 　

八木　朋子 広沢中学校 　

小林　涼弥 相生中学校 　

野村　直子 東小学校 　

齊藤　大樹

樋口連太朗 境野小学校 　

川内小学校 　

飯島　翔太 黒保根学園 　

　

氏名 所属 備考

曽根　和樹 清流中学校 　

松田　仁 菱小学校

２　教育相談研究員

星野　秀美 相生小学校 群教連教育相談技術認定中級

關　百合香 境野小学校 群教連教育相談技術認定中級

川内中学校 群教連教育相談技術認定中級

３　課題研究指導者

班名 指導者氏名等 指導者(所員)氏名

子どもが主体の学び研究班

ICT機器活用研究班

小

・

中

学

校

荻野　貴法　指導主事

ICT機器活用研究班

吉場ゆきの　指導主事

学力向上班 福田　守宏　指導主事

金谷　直敏　指導主事子どもが主体の学び研究班

荻野　悦子



 

回数 月 日 曜 開始時間 内容 実施の形態

1 ５ 13 火 １５：３０ 　合同入所式　オリエンテーション ○

2 20 火 　通常研究 ▲

3 27 火 １５：３０ 　通常研究 ○

4 6 3 火 １４：００
　研究報告会（20分×3班＝60分予定）
＊各班の発表は、質疑応答を含める

○

5  24 火 １５：３０ 　通常研究 ○

6 ７ 1 火 １５：３０ 　主題検討会（全体協議） ○

7 22 火 １３：３０ 　通常研究　（＊班ごとに夏季休業中の別日に振り替えてもよい） ○

8 ８ 5 火 ０９：００ 　長期研修員実践研修講座、通常研究 ○

9 26 火 　通常研究 ▲

10 ９ 2 火 　通常研究 ▲

11 　 9 火 １５：３０ 　通常研究 ○

12  30 火 １５：３０ 　通常研究 ○

13 10 7 火 １５：３０ 　中間検討会（班別協議） ○

14 １１ 4 火 　通常研究 ▲

15 11 火 １５：３０ 　通常研究 ○

16 25 火 １５：３０ 　通常研究 ○

17 １ 13 火 　通常研究 ▲

18 20 火 １５：３０ 　草案検討会（班別協議） ○

19 27 火 １５：３０ 　通常研究、研究報告集原稿提出（最終締切は２月６日まで） ○

20 ２ 17 火 １６：００ 　研究員合同修了式（課題研究員、教育相談研究員） ○

(記号）　○…研究所にて実施　　▲…自校・自園で実施

（留意事項）

　①研究日は、年間２０日とする。ただし、原則５日を自校・自園での研究日とし、研究所への来所を求めない。

令和7年度　教育研究所　課題研究日一覧

　④８月５日実施予定の長期研修員実践研修講座は、60分程度の内容とし、終了後通常研究の時間を90分程度確保する。

　②自校・自園での研究日は、研究の進捗状況に応じて研究所等へ来所し、研究を推進することもあり得る。

　③6月3日実施予定の研究報告会では、令和6年度の3つの研究班全てが研究内容の報告を行う。



 －学力向上 1－  

 

学力向上班テーマ（研究主題）児童生徒の学習意欲を高める

外国語科の単元構想 

－伝え合う喜びを実感できる言語活動を通して－ 

 

                    桐生市立梅田南小学校  井野岡 凌 

                    桐生市立広沢中学校   八木 朋子 

                    桐生市立相生中学校   小林 涼弥 

 

１ 主題設定の理由 
中学校学習指導要領解説（外国語編）の

改訂の趣旨の中で、中学校における授業で

の教師の英語使用や生徒の英語による言語

活動の割合が改善されている一方で、外国

語によるコミュニケーション能力の育成を

意識した取り組みや、「やり取り」・「即

興性」を意識した言語活動が十分でないな

ど、複数の領域を統合した言語活動の不十

分さに課題があることが指摘されている。

 今回の改訂では、外国語による５領域の

言語活動を通して、「知識及び技能」、

「思考力・判断力・表現力等」、「学びに

向かう力、人間性等」の資質・能力を更に

育成することを目指している。 

また、言語活動を行う際の配慮事項とし

て、小学校で扱った簡単な語句や基本的な

表現などの学習内容を繰り返し指導し定着

を図ることが記されている。 

これらのことから、校種間の円滑な接続

を図るために、小学校からの外国語を使用

した言語活動の積み重ねが求められている。 

「はばたく群馬の指導プランⅡ」（群馬

県教育委員会, 2019）は、外国語の単元に

おいて「必要感をもって思いや考えを伝え

合う活動」を核とすることを求めており、

学習場面に ICT を活用したり、ペアやグル

ープでの活動を取り入れたりすることで、

児童生徒にとって意味のある発話の場を多

く生み出すことが重要であるとされている。

また「令和７年度 学校教育の指針」（群

馬県教育委員会, 2025）は、目的、場面、

状況等を明確にした言語活動を設定し、児

童生徒が活動を通して達成感をもてるよう

にし、その学びを振り返ることで学習意欲

を高めていくことが大切だと述べている。

どちらも、言語活動は単なる言語材料を理

解したり練習したりする活動ではなく、自

分の思いや考えを伝える機会として重視さ

れている。自分の言葉が相手に伝わったと

いう実感をもつことで、児童生徒は達成感

を得たり、自信を高めたりすることができ、

そのことが学びに向かう意欲にもつながっ

ていくと考えられる。 

 桐生市全体の課題として、英語教育実施

状況調査等の結果から、コロナ禍の影響を

受け著しく減少してしまった対話的な言語

活動の時間が未だに少ない傾向にあること

が明らかになった。また、研究員の所属校

では、教師の授業内の英語の発話量にも課

題があり、教師自身が意識して授業内で生

徒が英語を使用する必然性を確保する必要

性があると考える。 

 上記の内容を踏まえ、学力向上班では、

児童生徒が「伝えたい」という気持ちを高

められ、伝え合う喜びを実感できるような

目的や場面、状況等を明確にした言語活動

を設定し、「自分の思いや考えを誰に、ど

のように伝えたいのか」「何のために伝え

たいのか」「伝えるためにはどんな表現が

必要なのか」という相手意識や目的意識を

大切にした単元構想が必要であると考え、

本主題を設定した。 

２ 研究のねらい 

児童生徒が英語で「伝えたい」という気

持ちを段階的に高められる目的や場面、状

況等を設定した言語活動のある、外国語科
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の単元計画の作成や一単位授業の指導方法

について研究する。 

 

３ 研究の見通し 

児童生徒が言語活動の場面において、英

語で伝え合えた喜びや達成感を得られるこ

とを大切にした単元構想をする。また、学

習に関するアンケートを実施するとともに、

振り返りの記述から児童生徒の変容を見取

り、本研究の手立てが有効であったか検証

する。 

 

４ 研究の内容と方法 

（１）研究計画 

一学期 〇研究主題・副主題の検討 

〇主題設定の理由の検討 

〇主題検討会（全体協議） 

二学期 〇アンケートの作成 

〇中間検討会 

〇研究のねらい・見通し・研究・

計画の検討 

〇指導案の検討 

〇授業実践及び授業研究 

〇アンケートの実施 

三学期 〇草案検討会（班別協議） 

〇研究報告原稿の作成 

〇研究報告原稿のまとめ 

 

（２）基本的な考え方 

①「学習意欲を高める」とは 

児童生徒自身が興味を持って取り組め

る目的や場面、状況等を明確にした単元

の課題を設定し、「英語を使って伝えた

い」という意欲を高める工夫をする。 

学習した表現を、授業内だけでなく、

日常生活等の場面でも使おうとする態度

を育成する。 

②「伝え合う喜びが実感できる言語活動」

とは 

英語を使用する必然性のある場面設定

で、その単元での新出表現だけにとどま

らず、既習表現を用いて自分の思いや考

えを伝えられたという達成感を得ること

のできる活動。 

児童生徒自身が、「自分の思いや考え

を伝えるためには、こういう表現が必要

だ」と感じながら学習を積み重ねていけ

るような単元構想を工夫し、必要感をも

って英語学習に取り組めるようにする。 

（３）手立て 

① 英語を使う必然性と喜びを実感できる

学習場面の設定 

ア 単元の課題や「誰に・何を・どのよう

に」伝えるかを明確にする。 

イ 身近な題材や関心のあるテーマを扱い、

自分の言葉が相手に伝わったと実感で

きる場面を設定する。 

ウ 自分の思いや考えを伝え合う活動に繰

り返し取り組ませることで、「伝わっ

た」「もっと伝えたい」という意欲を

高める。 

② 単元を通した学習の積み重ねを重視す

る工夫 

ア 一単位時間の学習の積み重ねが単元末

の言語活動につながるようにする。 

イ 既習表現や新出表現を繰り返し活用し、

少しずつ表現の幅を広げる。 

ウ データ収集、整理、練習、改善、発

表・やり取り、振り返りといった一連

の学びを通じて、自分の成長を実感で

きるようにする。 

③ 協働的・対話的に学び合う活動の工夫 

ア ペアやグループで互いの表現を聞き合

い、よい点や改善点を共有する機会を

設ける。 

イ ALT や教師の助言を取り入れて、自分

の表現をよりよくする経験を積ませる。 

ウ ペアや ALT とのやり取りの中で互いの

表現を共有し、よいモデルを取り入れ

て自分の発表を改善しようとする活動

を設定する。 
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５ 研究の実践 

実践１ 相生中学校 教諭 小林 涼弥 

（１）実践内容 

 ① 単元 

Unit6 How can we make a good  

presentation? 

 ② ねらい 

ALT に行きたいと思ってもらうために、

おすすめの観光地の魅力や特徴を比べなが

ら紹介する。 

 ③ 単元計画 

時 学習活動 

1 

 

 

 

・JTE と ALT のやり取りを聞き、

単元の課題を把握し、既習表現

を使ってペアで桐生市の紹介を

し合う。 

 

 

 

 

2 

 

・桐生市や群馬県内の観光地や建

物を比べて紹介する。 

3 

 

・群馬の観光地のデータをもと

に、「どちらがより有名か」

「どれが一番人気か」を理由と

ともに説明する。 

4 

 

 

・教科書 p.72,73 の本文の内容を

捉え、新出言語材料の用法を理

解する。 

5 

 

・群馬県のお土産を比べて、どれ

が一番おすすめか伝え合う。 

6 ・教科書 p.74,75 の本文の内容を

捉え、新出言語材料の用法を理

解する。 

7 ・群馬県の観光地の特徴を比べる

クイズを作り、出題し合う。 

8 ・ALT の好みを聞き、紹介したい

観光地について必要な情報を集

めて整理し、メモを作成する。 

9 

10 

・ALT に行きたいと思わせるため

にはどうしたら良いか考え、タ

ブレット端末を活用しておすす

めの観光地を紹介するスライド

を作成し、紹介活動の練習をす

る。 

11 ・おすすめの観光地について、ALT

が行きたくなるようなおすすめ

の観光地を紹介する。 

12 ・おすすめの観光地について、前

時に紹介した内容をもとにまと

める。 

④ 研究主題に関わる手立て 

学習意欲を高めるための手立てとして、

桐生市や群馬県の観光地という身近な題材

を扱い、「ALT に魅力を伝える」という明

確な目的を示すことで、英語を使う必然性

が実感できるようにする。比較や理由付け

の活動を段階的に積ませ、学習内容が単元

末の言語活動へ確実につながる見通しをも

たせることで、主体的に英語を使おうとす

る意欲を高める。 

 本単元では「理解→活用→発信」の流れ

を重視し、表現の学習が実際の言語使用へ

結び付く構成としている。繰り返し使う場

面を設けることで、新しく学んだ表現が自

然に発信へつながるようにしている。また、

生徒それぞれが自分の習熟度に応じて、既

習表現を主体的に選んで使えるように工夫

し、自分に合った伝え方で発信できるよう

にする。 

 伝え合う喜びを実感できるように、紹介

活動やクイズ、ALT への発信など、相手意

識を大切にした言語活動を多く取り入れて

いる。特に、ALT の好みに合わせて観光地

を選び、行きたくなるよう工夫して紹介す

る場面では、自分の英語が相手に伝わる実

感を得やすい。こうした協働的・対話的な

活動を通して、生徒が伝え合う喜びを実感

できるようにする。 

 

（２）成果と課題 

① 英語を使う必然性と喜びを実感でき

る学習場面の設定 

 ALT を実際の聞き手とした紹介活動を設

定したことで、生徒は「誰に、何を」伝え

るかを意識しながら英語を用いる姿が見ら

れた。振り返りシートには、「ALT がうな

【単元の課題】 

ALT が行きたくなるようなおす

すめの観光地を紹介しよう。 
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ずいてくれて伝わったと感じた」「行きた

いと言ってもらえてうれしかった」「相手

の好みに合わせて紹介するのが楽しかっ

た」などの記述があり、自分の思いや考え

が相手に届く経験が、生徒にとって喜びと

なっていたことが分かる。このような活動

は、生徒が英語を使う必然性を実感できる

学習場面となった。 

一方で、「何を言えばよいか迷った」

「伝えたいことがあるのに英語が出てこな

かった」といった声もあり、必然性は感じ

ていても表現の選択に不安をもつ生徒がい

た。今後は、目的に合わせた表現の選択肢

を分かりやすく示すなど、安心して英語を

使える環境づくりが課題となる。 

② 単元を通した学習の積み重ねを重視

する工夫 

比較や理由付けなどの表現を複数の時間 

で繰り返し使い、学習が自然に積み重なっ

ていくように構成した。これらの表現が単

元末の言語活動である観光地紹介 にその

まま生かせる流れにしたことで、生徒は毎

時間の学習が次につながることを実感して

いた。振り返りには、「前にやった表現を

そのまま使えた」「自分にも使える英語が

あって安心した」など、積み重ねを実感す

る記述が見られ、見通しをもった学習が意

欲の維持・向上につながったことが分かる。 

一方で、複数の表現から適切なものを選

んだり、内容を整理したりする段階でつま

ずく生徒もおり、「言いたいことが多くて

まとめにくかった」「どの表現を使えばよ

いか迷った」といった声もあった。今後は、

生徒が単元末の言語活動に向けて見通しを

もちながら学習を積み重ねられるよう、毎

時間の学習が何につながるのかをより明確

に示していく工夫が必要である。 

③ 協働的・対話的に学び合う活動の工

夫 

ALT との紹介活動では、ただ一方的に発 

信するのではなく、相手の反応を見ながら

内容を調整したり、友達同士で「どこが分

かりやすいか」を助言し合ったりする姿が

見られ、協働的な学びが成立していた。振

り返りにも、「友達の説明を聞いて、自分

もこう言えばいいと気づいた」「ペアで練

習すると落ち着いて話せた」など、やり取

りを通して気づきが生まれていることが示

されていた。 

一方で、「相手に合わせて言い換える

のがむずかしい」「質問されたときに考

える時間がほしい」といった声もあり、

対話的に学ぶ際の負担も見られた。今後

は、やり取りの流れや簡単な返し方の例

を示すなど、対話の土台を支える手立て

を工夫し、安心して学び合える活動へと

つなげていく必要がある。 

 

実践２ 広沢中学校 教諭 八木 朋子 

（１）実践内容 

 ① 単元 

      Program6 The Way to School 

 ② ねらい 

ALT が興味を持っている人物について知

ってもらうために、好きなキャラクターや

有名人を紹介し、その人について質問をや

り取りする。 

 ③ 単元計画 

時     学習活動 

１ 

 

 

 

・ALT Day で広沢中に来る予定の

先生たちからの動画を見て、課

題をつかむ。 

 

 

 

 

２ 

 

 

・人称代名詞（目的格）の用法を

捉え、紹介したい人物について

紹介する活動を行う。 

３ 

 

・疑問詞 why と because の用法を

捉え、紹介したい人物について

質問をし合う。 

４ 

 

 

・ペアやグループで、相手の紹介

した人物についての質問をし合

う。 

【単元の課題】 

ALT Day で、ALT の先生たちが

興味を持っている人物について

もっと知ってもらうために、そ

の人物についてより詳しく伝え

合おう。 
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５ 

 

・ALT Day で、紹介したい人物に

ついてグループで情報をやり取

りする。 

６ ・紹介したことを Padlet に投稿

し、ALT からリフレクションを

もらうことで、単元の振り返り

をする。 

 ④ 研究主題に関わる手立て 

 前単元で作成した、自分の好きな人物に

ついての紹介ポスターを、ALT Day で来校

予定の ALT に見せて、その ALT が興味を持

ったポスターを描いた生徒に向けて、「も

っと知りたい」という内容のビデオレター

を作成してもらい、導入の部分で生徒に見

せた。人物について質問したいことに関し

ては、本単元で学習する内容にとどまらず、

生徒が知りたい、聞きたいと思うことを聞

けるように授業内で支援・指導した。単元

を通して、「紹介活動」と「質問タイム」

を繰り返し練習し、自分自身の課題を把握

しながら、会話の中で使える表現を増やし

ていけるようにした。最終的に ALT から聞

かれたことに答えたり、ALT から紹介され

た人物について知りたいことを聞いたりす

ることができるようにした。 

（２）成果と課題 

① 英語を使う必然性と喜びを実感でき

る学習場面の設定 

「ALT Day で来校する ALT が知りたがっ

ていることを話す」という明確な目的と場

面を設定したことにより、生徒が単元を通

して、どんな話し方や応答の仕方をすれば

相手にもっと伝わるかなど、相手意識をも

ちながら活動に取り組めた。また、ALT   

Day を通して、多くの生徒が「突然聞かれ

た質問にも答えられた」「たくさん話せて

よかった」「伝えたかったことが伝わっ

た」「次に機会があったら、もっとたくさ

んの人について紹介したい」などの感想を

述べており、練習を積み重ねたことを実践

で使えた喜びを実感できた生徒や、次の学

習活動への意欲が高まった生徒が多かった。 

 発話の正確性には課題があり、話したこ

とを書く活動などを通して正確性を高めよ

うとしたが、話し始めると単語しか言えな

い生徒や、語順が不正確になってしまう生

徒も多くいたため、そういった生徒がより

正確に自分の気持ちを伝えられるように適

切な支援をする必要がある。また、「話

す」「説明する」活動においては「こうい

うことが話したい」という意欲をもった生

徒が多く見られるが、「やり取り」の場面

では「こういうことが質問したい」という

活発な発言が少なく、教師側から「こんな

ことが質問できるといいね」という提示が

多くなってしまったため、今後、やり取り

の場面でも生徒自身がもっと主体的な姿勢

をもてるよう、学習場面の設定を工夫する

必要がある。 

② 単元を通した学習の積み重ねを重視

する工夫 

Program5 と Program6 の二つの単元を通

して、ALT Day で行う活動と同じ活動を同

じ順序で毎回繰り返し行わせたことで、本

番でもスムーズに活動している生徒が多か

った。英語に苦手意識をもっている生徒も、

いくつかの同じ質問を毎回繰り返し練習し、

本番で使うことができた。 

数回繰り返せばやり取りできる生徒がほ

とんどだが、教師の支援なしに自ら質問を

考えたり、増やそうとしたりする生徒は少

ない。今後も学習の積み重ねを実感できる

単元構想の工夫をして、さらに使える表現

が増えているという実感を持たせたい。 

③ 協働的・対話的に学び合う活動の工

   夫 

話し方のよい点などについて共有するこ

とでアイコンタクトやリアクションを意識

し合うことができた。また、友達の質問を

聞いて同じ表現を次の会話で使うことがで

きる生徒も増えた。 

授業では、活動の合間にたくさん質問が

できている生徒を手本としてクラスで共有

するなどして使える表現を増やしていった

ことで、最初と最後の活動を比較して自ら

の変容を実感できるようにした。 
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授業後アンケート結果 

① 「今回の単元で学習したことを、今後、

どのような場面で使いたいか」という

質問に対しての回答 

・「ALT の先生と自分の推しとかと話すと

きに、Why do you～の質問や Because を

使いたい」 

・「ALT の先生とスポーツについて話す場

面で、Does などを使って相手に質問した

い」 

・「ALT にアーティストやキャラのよさを

伝えるために使いたい」 

・「今の単元でやっていることでもなるべ

くたくさん使いたい」 

・「英語を話せる叔母に why で聞いてみた

い質問がある」 

 

② 「この単元を通して、「英語で思いや

考えを伝える場面」で使える表現が増

えたと感じますか？」という質問に関

するアンケートに対する回答 

 

グラフ１ Program5 終了時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ２ Program6 終了時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践３ 梅田南小学校 教諭 井野岡 凌 

（１）実践内容 

 ① 単元 

Unit5 Let's go to the zoo. 

 ② ねらい 

オリジナルの町をたずねたり、案内した

りする活動を通して、自分の住んでいる地

域を ALT の先生に紹介できるようになる。 

 ③ 単元計画 

時 学習活動 

1 ・町の施設に関連する単語を学習する

とともに、施設や道案内についての

やり取りから、具体的な情報を聞き

取る。 

【単元の課題】オリジナルの町をたず

ねたり、案内したりする活動を通し

て、自分の住んでいる地域を ALT の先

生に紹介できるようになろう。 

2 ・町の施設や場所、道案内についての

やり取りの表現に慣れ、単元末の言

語活動への見通しをもつ。 

3 ・場所をたずねたり、道案内をしたり

する。 

4 ・おすすめの施設について、友達と伝

え合う。 

5 ・施設や場所、道案内についての表現

を振り返り、オリジナルの町を決

め、その町の紹介や道案内の内容を

考える。 

6 ・オリジナルの町を道案内し合う。 

7 ・ALT の先生に桐生市のおすすめの場

所を紹介する。 

8 映像や音声を手がかりにして、日本に

住む外国人やお好み焼きについて考

え、日本と世界の文化に対する理解を

深める。 

 ④ 研究主題に関わる手立て 

児童の英語でのコミュニケーションを促

進し、伝え合う喜びを感じることができる

ように、児童が紙とシールを使ってそれぞ

れオリジナルの町を設定した。 

お互いの町を知るために、聞く側の児童

には、道案内された場所にシールを貼る活

動を設定した。話す側の児童は、聞く側の

児童の指元を確認しながら、正しく伝えら

まあまあそう思う 

とてもそう思う 

とてもそう思う 

まあまあそう思う 
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れていることを確認できるようにした。 

話す側の児童には、相手に伝わりやすい

ように、話す速度や相手の動きを確認しな

がら話すこと、聞く側の児童には、必要に

応じて聞き返しの表現を使うことを指導し

た。 

 

（２）成果と課題 

① 英語を使う必然性と喜びを実感でき

る学習場面の設定 

聞く側の児童が、聞き取った内容を表出

する姿を目の前で行うことで、話す側の児

童も「相手に伝えられた」と即座に感じる

ことができた。また、相手が間違えないよ

うに、英語を繰り返したり、ゆっくり話し

たりする工夫によって、「聞き取れた」と

自信をもって活動を進めることができたと

考えられる。この一連の流れを繰り返し行

ったことで、より「できた」と達成感を得

られる学習場面であったと考えられる。 

児童がさらに伝える喜びを実感できるよ

うに、やり取りをしている姿が見本となる

ペアの様子を、クラス全体で共有する時間

を設けるとよい。児童がお互いに良さを見

つけ合い、やり取りの質を上げていくこと

が求められる。 

② 単元を通した学習の積み重ねを重視

する工夫 

本単元では、自分のオリジナルの町を案

内する学習活動を通し、単元末の言語活動

では ALT に桐生市のおすすめの場所を紹介

する一連の流れを構想した。そのため、他

の単元と比べると、建物の名前を意欲的に

覚えようとする姿が見られた。おすすめの

場所を紹介する授業では、We have a nice

 zoo.などの表現を用いて、自分たちが住

んでいる地域について、積極的に伝えよう

とする姿が見られた。 

小学５年生の段階では、英語で伝えられ

る表現が限られているため、３年次から始

まる外国語活動から日常会話表現を系統的

に指導していくとよいだろう。 

③ 協働的・対話的に学び合う活動の工 

   夫 

今回の実践では、４×３のマス目にオリ

ジナルの町を作成し、ペアで質問をするこ

とを通して、相手の町を完成させる活動を

した。繰り返し相手に質問し、言語情報の

みでやり取りをする必要性があった。 

英語が得意な児童は、積極的に英語を伝

えようとしたり、英語に苦手意識をもつ児

童に対して、英語の読み方を教えたりする

姿も見られた。また、聞き取る際に、相手

の発言を繰り返し、発話内容を確認する姿

が見られた。この姿は、事前に指導をした

ものではなく、児童同士のやり取りの中で

自然に発生したものである。 

また、英語に苦手意識をもつ児童も、既

習表現を見返し、自分の力で伝えようとす

る姿が見られた。英語でのやり取りを通し

て、伝え合う喜びを実感できる要素として、

児童同士が安心して話せる雰囲気の醸成が

必要である。 

 

６ 研究のまとめ 

（１）成果 

① 英語を使う必然性と喜びを実感でき

る学習場面の設定 

児童生徒の振り返りやアンケートの結果

から、児童生徒が英語を使う必然性を高め

るためには、話す目的や場面が明確になっ

ていることが求められる。指導をする英語

表現や文法と、既習表現を組み合わせ、児

童生徒にとって身近なテーマで学習場面を

設定することで、児童生徒の、主体的に

「伝えたい」という気持ちを高められた。 

② 単元を通した学習の積み重ねを重視

する工夫 

今回の研究では、単元末の言語活動に表れ

てほしい児童生徒の姿をイメージしながら

単元構想を考えた。班員が特に意識したこ

とは、「児童生徒が学びやすい流れ」「習

得すべき表現を繰り返し練習すること」で

ある。この二つのことを意識して単元構想

を練ることで、英語が得意な児童生徒は表

現の幅を広げることができ、自分の思いや

考えを伝えようとする場面が増えた。また、

英語に苦手意識をもつ児童生徒が「自分に

もできそう」と英語を話す意欲を高め、活
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動を通して達成感を得る機会が増えた。 

また、教師が授業中に英語で話す姿を手本

として見せることで、児童生徒が「英語で

話そう」という気持ちを高めることができ

た。 

③ 協働的に学び合う活動の工夫 

英語で話すことが「単なる言語の練習」

とならないように、多くの人とやり取りを

する場面を設定した。英語でやり取りをす

る中で、よい点や改善点を見つけたことで、

英語で伝えようとする抵抗感を減らすこと

ができた。 

また、やり取りの姿が見本となるペアの

様子を、クラス全体で共有する時間を設け

ることで、児童生徒同士で互いに学習意欲

を高めるきっかけになると考えられる。児

童生徒の実態や発達段階に応じて、計画的

に協働的・対話的な学び合いの機会を設け

られるとよいだろう。 

 

（２）課題 

以上の実践を踏まえ、本研究を通して見

えてきた今後の課題について、以下の観点

から整理する。 

① 相手意識を育成するための支援 

 本研究を通して、相手意識を大切にした

言語活動が学習意欲の向上につながること

を確認した。しかし、聞き手を想定した内

容選択や言い方の工夫は児童生徒にとって

難しく、教師の求める姿まで到達しない場

面も見られた。今後は、発達段階に応じて

相手意識を大切にするための支援を整理し、

聞き手の情報提示やモデル例、観点の提示

などを通して、どの児童生徒も目的に応じ

た伝え方を選択できるよう、どの段階で何

をどのように指導するかを明確にしていく

必要がある。 

② 実態に応じた言語活動時の支援 

 児童生徒の習熟度や興味には差があり、

学んだ表現を発信につなげる場面で難しさ

が見られた。特に、内容を選んだり話の流

れを考えたり、複数の表現から適切なもの

を選んだりすることに負担を感じる児童生

徒が多く、自己表現に差が生まれやすい。

今後は、構成メモの例や表現の選択肢カー

ドなどを活用し、考える過程を支える支援

を充実させることで、得意不得意に関わら

ず、どの児童生徒も参加しやすい言語活動

を進めていく必要がある。 

③ 単元構想の充実に向けた課題 

 単元全体を通して学びや経験が積み重な

り、児童生徒がその過程で感じている喜び

や手応えを学びとして自覚できるようにし

ていく必要がある。本実践では前向きな反

応が多く見られた一方、自らの成長を十分

に認知できていない生徒もいた。今後は、

振り返りや教師の具体的なフィードバック

を単元構想の中に位置づけ、毎時間の活動

の目的を明確にすることで、すべての児童

生徒が継続的な学びのつながりを実感でき

る単元づくりを目指していく。 

 

 

７ 終わりに 

 

 今年度の学力向上班では、児童生徒の学

習意欲を高める言語活動及び単元構想の工

夫について考え、研究や授業実践を行うこ

とができた。授業を行う上で重点を置いた

のは、単元を通した言語活動によって児童

生徒が少しずつ伝えられることを増やし、

最終的に単元末の言語活動で言いたいこと

が伝わった喜びが実感できるような一貫性

のある単元構想を行ったことである。文法

や日本語訳の説明に終始することなく、児

童生徒が必然性のある場面で英語を使い、

教師自身も手本となって授業で英語の使用

量を増やすことで、児童生徒自身が「自分

の思いを英語で伝えたい」という意識を高

めることができた。児童生徒が英語を使い

ながら自らの課題に気づき、お互いにアド

バイスし合い、発話を改善していく姿が見

られた。小学校では、様々な場面の英語に

触れ、異なる文化をもつ相手に対して物事

を伝える態度や表現の素地を育てるための

授業が行われている。中学校では小学校の

授業で培われた英語を話す時の「相手に伝

わりやすい話し方」などの態度面を意識さ

せる指導、具体的にはアイコンタクトや声

の大きさなどを意識させる指導を継続して
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いくことが重要であると考える。また、意

欲を維持・向上できるよう、ALT を活用し

た必然性のある場面設定の工夫も効果的で

ある。 

 



－子どもが主体の学び1－ 

 

 

主体的に学び自律した学習ができる児童生徒の育成 

－単元構想を工夫し、学びを実感できる振り返り活動を通して－ 

 

                     桐生市立東小学校   野村 直子 

                     桐生市立黒保根学園  飯島 翔太 

                     桐生市立川内小学校  齊藤 大樹 

                              

 

１ 主題設定の理由 

 子どもたちは生まれながらにして、誰し

もが「自分で考え、友達と話し合い、決定

して、行動する力」を持っている。「第４

期群馬県教育振興基本計画」では、「人が

誰しも生まれつき持っている、自分と社会

をより良くしようと願う意志や原動力（エ

ージェンシー）を発揮して、自らの意思と

選択で自ら学びをつくり、実際の行動に移

せるようになるような教育を目指すこと」

を策定の趣旨とし、「自分とみんなのウェ

ルビーイングが重なり合い、高め合う社会

へ向けて－ひとりひとりがエージェンシー

を発揮し、自ら学びを作り、行動し続ける

『自律した学習者』の育成－」を最上位目

標に掲げている。 

 また、桐生市教育行政方針によると、

「『確かな学力』を育む日常指導の充実」

として、「ねばり強く学習に取り組み、自

らの力を調整しようとする力の育成」を掲

げている。また、「『主体的・対話的で深

い学び』に向けた授業改善」として、「児

童生徒主体の学びへの転換」を求めている。 

以上のことからも、前述した「自律した

学習者」の育成を目指すためには、「児童

生徒主体の学びへの転換」が非常に重要で

あると考えている。 

しかし、一方で児童生徒が主役となる学

びを実現できるような授業改善を理想に掲

げながらも、教師主導の「教え込む」授業

になってしまうこともある。そのような中

で、本班では、児童生徒が主体となって学

ぶことができるような授業づくりを目指し

ていくために、「単元構想の工夫」「児童

生徒が自らの学びに確かな実感を得ること

ができるような振り返りの在り方」に重点

を置くことが大切だと考え、本主題を設定

した。 

 

２ 研究のねらい 

 主体的に学び自律した学習者を目指す児

童生徒を育成するために、自身の学びを実

感できるような活動や場の設定、振り返り

の方法を工夫した単元構想について研究す

る。 

 

３ 研究の見通し 

 単元構想において、対話・交流、自己決

定、試行錯誤、振り返りなどの活動や場を

意図的に設定する。授業での振り返りや単

元終わりのアンケートの結果から児童生徒

の変容を見取り、本研究の手立てが有効で

あったか検証する。 

 

４ 研究の内容と方法 

 （１）研究計画 

１学期 ・研究主題、副主題の検討 

・主題設定の理由の検討 

・主題検討会（全体協議） 

・手立ての検討 

・単元、授業構想 

２学期 ・研究のねらい、見通し、研究

計画の検討 

・指導案検討 

・児童生徒のアンケート、振り

返りシートの検討 

・中間検討会 

・授業実践 
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・成果と課題の検討 

３学期 ・草案検討会 

・研究報告原案の作成 

・研究報告原稿のまとめ 

 

（２）基本的な考え方 

 ①「単元構想の工夫」について 

  児童生徒が自分で考えて、自分で決め

て、自分で動き出せるよう、児童生徒が

課題を設定し問題を解決するまでの学び

のストーリーを意識して、各単位時間を

つなげる。その際、対話・交流、自己決

定、試行錯誤、振り返りなどの活動の場

面を効果的に取り入れ、児童生徒が学び

のストーリーを生み出したりつなげたり

できるようにする。 

  

②「振り返りの在り方」について 

  振り返りを重視することで、児童の学

びの様子・学習の定着度合いの把握がし

やすくなる。さらに、実態に応じた個別

の指導の手立ての検討も行いやすくなる

と考える。どの児童生徒でも学習に対す

る振り返りが確実に行えるよう、書き方

モデルを提示したり、選択式による振り

返りの形式を整えたりする。その際、単

元全体を通して各単位時間の振り返りを

見返すことができるよう、一覧化した形

式による振り返りを行う。 

  ①②を踏まえて、以下に述べる姿を

「主体的に学ぶ児童生徒」とし、様々な

手立てを講じていく。 

 ・課題を自ら見つける。 

・分からないことを自ら調べたり、学ん

だりする。 

 ・分からないことを自ら質問する。 

・自分なりの表現ができる。（発言・ノ 

ートなど） 

 ・他者の意見を受けて、考えを修正した

り、広げたりする。 

 

（３）手立て 

３つの実践における手立ては以下のとお

りである。 

①各教科共通の手立て 

ア 振り返り 

・共通の視点を入れた振り返りの実施 

・一覧化した形式の振り返りの実施 

イ アンケート調査の実施 

 実践単元後のアンケート実施における

 児童生徒の実態、成果の把握 

 

②国語科の手立て 

・単元のはじめに単元計画を児童生徒と

作成する。 

・単元のゴールの形式を自己決定できる

ようなものとする。 

・書き方見本の提示をする。 

・学習の手助けとなる学習掲示物を作成

する。 

・充実した対話・交流活動を行う。 

 

③算数科の手立て 

・ペアトークやグループワーク等の意見

交換の場を設定する。 

・具体物を提示し、試行錯誤できるよう

にする。 

・ヒントカードを作成し、児童に選択さ

せる。 

 

④保健体育科の手立て 

・単元のはじめに単元計画を児童生徒と

作成する。 

・ICT 機器を使用して、自身の活動の様

子を蓄積、閲覧できるようにする。 

・選択できる練習場所を設定する。 

 ・個人課題を作成する。 

 ・対話・交流の場面を設定する。 
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実践１ 桐生市立東小学校 

教諭 野村 直子 

（１）実践内容 

単元名 ４年算数 

「面積」 （全１０時） 

ねらい  

面積の比べ方を考え、面積の単位と求積公

式について理解し、長方形や正方形の積を

求めたり、複合図形の求積方法や面積の単

位の相互の関係について考察したりするこ

とができる。 

 

 

(Ａ) 単元計画 

 

（２） 成果と課題 

①共通の手立て 

・振り返りについて 

○振り返りを重視することで、児童

が自身の学習を振り返り、できた

ことや分からなかったことを毎時

間確認することができた。達成度

をＡＢＣＤで選択させることで、

児童は単元全体の中でどこが難し

いと感じたかが一目で分かったよ

うだった。児童のアンケートから

は「だんだん難しくなっているこ

とがわかった。」「分からないと

きもあったけど、見てみるとでき

ているところもある。」「わかる

ところ、わからないところが自分

的にわかった。」また、担任は以

後の学習でどこを復習し、どのよ

うに指導すると良いのかを考え、

授業に生かすことができた。一覧

化した振り返りシートは、自律し

た学習をする手立てとして効果的

であったと考える。 

   ●振り返りシートの記入欄に適用問 

題の答えを書く欄を設けたが、ノ

ートに書いたことをシートに書く

ことで二重になってしまい、記述

項目に時間がかけられないように

感じた。振り返りシートの内容は、

記入する時間の制約があるため、

精選しなければならないと感じた。 

 

 

（Ｂ）振り返りシート 

 

・アンケートの結果について 

(Ｃ) アンケートの結果について 

 

   ○実践前と比べ、全体的にどの項目

でも「よくあてはまる」「あては

まる」に増加が見られた。特に、

「算数が好きですか。」の項目で

「よくあてはまる」に多く増加が

見られた。単元の中でペア活動や

グループワーク（対話・交流）を

意識的に取り入れたり、具体物で

試行錯誤しながら学習したりした

ことで、多様な活動を通して「分 
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かった」経験が増えたからだと思

われる。また、「その日のめあて

をふりかえって、できたか考えて

いますか。」の項目では、実践前

は「あまりあてはまらない」が一

番多かったが、「あてはまる」に

増加が見られた。一覧化した形式

の振り返りを単元に導入したため、

毎時間のめあてと学習のつながり

が強く意識できたからではないか

と思われる。 

●「算数が好きですか」の項目で

「あまりあてはまらない」と「あ

てはまらない」につけた児童の数

は、実践前と実践後で変化はなか

った。算数が好きではない児童に

対しての手立てをアンケートや振

り返りの記述したことを元に単元

構想の時点で個別に考える必要が

あると感じた。 

 

②各教科の手立て 

算数科では、以下の手立てを用意した。 

・ペアトークやグループワーク等の意

見交換の場を設定する。 

・具体物を提示し、試行錯誤できるよ

うにする。 

・ヒントカード作成し、児童に選択さ

せる。 

○ペアトークやグループワーク（対

話・交流）を単元構想で計画し、

学習の中で意図的に取り入れたと

ころ、児童が多様な考え方や視点

を交換し合う機会が増え、一人で

は気づけなかった着眼点を共有で

きた。グループでの話し合いを通

じて何度も挑戦し、意見を出し合

う姿から児童自身が学びの主役と

なり、「他者の意見を受けて、考

えを修正したり、広げたりする」

児童につながったと考える。 

●ペアで伝え合う活動やグループワ

ーク後の発表時、伝え方のお手本

を教師もしくは上位児童が代表で

できるようにすると低位の児童も

自信をもって伝えられた。 

○具体物を提示し、試行錯誤できる

ようにする手立てを行った。「面

積」を図形だけでは実感として捉

えられない児童の実態があったた

め、「1cm²」で「1 ㎡」を測る活

動や、体育館で様々なものをメジ

ャーで測る活動を取り入れ、児童

が試行錯誤しながらも感覚として

「面積」を掴めるようにした。振

り返りシートの記述から学習が進

むにつれて理解が深まっていくよ

うに見られた。 

（Ｄ）具体物を作っている様子 

 

○ヒントカードの手立てでは、第５

時の授業において、黒板に掲示し

た「名称のヒントカード」（「縦

切り」「横切り」等）によって、

数種類あった「切る」考えが学級

全体で一般化された。その後の学

習でも児童が名称を使い、課題に

取り組む様子が見られたことから、

児童の理解の深まりに対して有効

であったと考える。また、グルー

プワークの際には、図形の他に

「式だけが書かれたシート」を用

意し、希望するグループに配付し

た。グループで色々意見しながら

なんとか答えを出そうと試行錯誤

する姿に加えて、上位の児童も相

当悩んでいて深く思考する姿が見

られた。 

●ヒントカード（ワークシート）の

図形をわざわざ定規ではかってい

る子がいた。児童に与えるヒント

カードのヒントをどこまで書いて

おくかの精選をし、児童にとって
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理解の手助けになるものにしなけ

ればならないと感じた。 

 

 

（Ｅ）黒板のヒントカードとグループで考

えた面積の出し方 

 

（Ｆ）（たて切り等）名称のヒントカード

と式だけ書いたヒントカード 

 

●算数科においては、毎時間解決す

べき課題や学ぶべきことがあり、

一つ一つ積み重ねながら、単元を

学習していく必要がある。他教科

に比べて、単元全体を通し児童自

身が問題を解決するまでの学びの

ストーリーを生み出せるように支

援することに、難しさを感じた。

毎授業での「めあてと振り返り」

の中で、主体的に学習したくなる

ような動機付けや発問を工夫した

り、振り返りの中で児童から思い

を引き出して、次時につなげてい

ったりすることが大切になると思

った。それを踏まえた上で、授業

者の「単元構想の工夫」をするこ

とが非常に重要だと考えた。 
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実践２ 桐生市立黒保根学園 

教諭 飯島 翔太 

（１）実践内容 

単元名 ７８９年生保健体育 

「球技 サッカー」 （全８時） 

ねらい  

パスやドリブルなどの基本を身に付け、仲

間と連携した動きでゲームをしよう。  

 

 

（Ａ）単元計画 

 

（２）成果と課題 

①共通の手立て 

・振り返り 

はばたく群馬の指導プランⅡでの振

り返りの内容「何を学んだか」「どの

ように学んだか」を意識した振り返り

を行った。 

○共通の視点を入れた振り返りを実

施したことで、明確に書く生徒が

増加した。一方で、「○○ができ

た。嬉しい。」など、抽象的な内

容で済ませてしまう生徒もいた。

そこで、入力内容の項目を詳細化

して、項目ごとに振り返りを入力

させた。 

①「わかったこと、できるように

なったこと、まだできないこと」 

②「どのように解決したのか、ど

うしたらできたのか」 

③「次がんばりたいこと、目標な

ど」 

○選択式や、項目に分けたことで本

時の学びを十分に振り返ることが

でき、アンケートの結果からも

「達成感」や「次への目標」をも

つきっかけになったと考える。 

●振り返りを重視したことで、共有

する時間が十分に確保できなかった。

準備→活動→片付け→振り返りと生

徒が活動していくと、運動時間の確

保との兼ね合いが難しいと感じる場

面があった。 

 

 

（Ｂ）振り返りシート改善前 

 

 

（Ｃ）振り返りシート改善後 

 

・アンケート結果について 

○アンケートを実施することで、生徒

の実態把握として活用できた。授業

前後の比較では、肯定的な回答をす

る生徒がわずかだが増加した。 

○準備した手立てが生徒にとって効果

的だったのかを生徒目線で評価して

もらうことができ、教師の授業改善

につなげられた。特に、「対話・交

流」「自己決定」「振り返り」に関

する項目のポイントが高かった。 
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（Ｄ）アンケート結果 

 

②各教科の手立て 

 保健体育科では、以下の手立てを用意 

した。 

・単元のはじめに単元計画を生徒と作成

する。 

・ICT 機器を使用して、自身の活動の記

録を蓄積、閲覧できるようにする。 

・選択できる練習場所を設定する。 

・個人課題を作成する。 

・対話交流の場面を設定する。 

○単元計画を作成したことで、生徒自

身が本時や次時の活動への見通しを

もつことができるようになった。ま

た、自分たちで決めたからこその学

習への意欲を感じることができた。

作成したものを常に見られるように

しておき、毎回の授業で単元全体を

見通した中で、本時がどの位置づけ

にあるのかを確認することで、単元

を通した学習を意識づけることがで

きた。 

 

（Ｅ）単元について確認できるサイト 

 

○ICT 機器を使用して、振り返り、資

料の配付や提示、動画撮影を行った。

振り返りをタブレット内で行ったこ

とで、共有をスムーズに行うことが

できた。また、生徒が自分のタイミ

ングで見返したり、追加で入力した

りすることができた。資料の配付や

提示では、Google サイトを使い、

単元ごとのページに授業内に使用す

る資料をまとめることで、一覧化し、

スムーズに学習を進めることができ

た。持久走の時には、個人ごとにペ

ージを作成し、記録や心拍数記録の

管理などを行い、自己の状態を把握

することに活用できた。動画撮影や

カメラアプリを使用し、自分の動き

を客観的に見ることができ、振り返

りや、技能習得へのきっかけづくり

ができた。 

●ICT 機器の操作の習熟度に個人差が

あり、入力の時間に差があること、

共同編集する際にトラブルが起きて

しまうこともあった。 

 

   

 

（Ｆ）Google サイト 
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（Ｇ）持久走での心拍数記録表 

 

 

（Ｈ）持久走での記録の蓄積 

 

○チームの課題分析、練習計画立案の活

動では、「選択できる場の設定」と

「対話・交流」を意識した活動を行っ

た。撮影した動画からチームの特徴と

課題を分析し、課題解決に向けた練習

方法を相談して選択させた。相談する

際には、身に付けさせたい力の２つに

視点を絞り話合いを行った。選択の際

には、複数の練習から選択、お手本の

提示、練習のレベルや目的の掲示をす

ることで、生徒自身が考えながら練習

計画を立てることができた。教師が意

図的に「選択できる練習場所」「対話

・交流」の機会を設定することで、生

徒自身が考え決定し、活動する様子が

見られた。教師が「何のためにどのよ

うに活動させたいか」を明確にもつこ

とが大切だと考える。 

●充実した活動が行えたが、複数の場を

準備することは教師側の負担が増えて

しまうことにもつながるため、実態や

発達段階に応じて、より精選して準備

する必要があると感じた。 

 
（Ｉ）視点を絞った対話交流の様子 

 

 
（Ｊ）選択できる場の設定 

 

○個人課題を設定することで、友達の記

録に左右されず自分自身の成長を実感

でき、意欲的な発言や活動につながっ

た。特に持久走では、これまでの記録

を一覧化し生徒が確認できるようにし

たことで、自ら毎時間目標を設定して

取り組む生徒の様子が見られ、効果的

な手立てであったと感じる。他にも高

跳びの目標記録とベスト記録の差でポ

イントを付け、ランキング形式にした

り、サッカーの個人技能の得点やタイ

ムで競ったりするなど、環境の設定の

仕方次第で生徒の意欲に変容が見られ

た。 

●個人課題設定の際に、より具体的で達

成度難易度が適切な目標を設定させる

ために、生徒に声掛けや支援が必要な

ことがあった。 
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（Ｋ）個人課題 

 

 

（Ｌ）各自の目標記録と得点表 

 

 

（М）目標記録とベスト記録の差をもとに

したランキング 
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保 健 体 育 科 学 習 指 導 案 

単元名 「球技 サッカー」〔学指要領：Ｅ 第１・２学年 ア〕 

令 和 ７ 年 1 0 月 1 7 日 （ 金 ）  第 ４ 校 時  体育館 

桐生市立黒保根学園 ７・８・９年１組 10名  指導者 飯島 翔太 

Ⅰ 単元の構想 

１ 単元の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 
知識及び技能 ・勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、球技の特性や成り立ち、

技術の名称や行い方、その運動に関して高まる体力などを理

解するとともに、基本的な技能や仲間と連携した動きでゲー

ムを展開することができるようにする。 

ア ゴール型では、ボール操作と空間に走りこむなどの動きに

よってゴール前での攻防をすることができるようにする。 

・球技を苦手とする生徒が多いた

め、技術の行い方や名称を理解し

た上で、基本的な技能を身に付け

る必要がある。 

思考力、判断力、 
表現力等 

・攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたこと

を他者に伝えることができるようにする。 

・気づきや思いを伝え合う活動は言

われなくとも活発に意見交換がで

きる。 

・課題を見つけたり、作戦を立てた

りする場面では、特定の児童が意

見することが多い 

学びに向かう力、 
人間性等 

・球技に積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろう

とすること、作戦などについての話合いに参加しようとする

こと、一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとする

こと、仲間の学習を援助しようとすることなどや、健康・安

全に気を配ることができるようにする。 

・積極的に取り組むことが出来る生

徒が多い。また、ルールを守って

協力でき、話合いにも意欲的な姿

勢がある。 

２ 評価規準 

知識  ① サッカーには集団対集団、個人対個人で攻防を展開し、勝敗を競う楽しさや喜びを味わえる特性が

あることについて言ったり書き出したりしている。 

② サッカーで用いられる技術には名称があり、それらを身に付けるためのポイントについて言ったり

書き出したりしている。 

技能 ① マークされていない味方や得点しやすい空間にいる味方にパスを出すことができる。 

② パスを受けるために、ゴール前の空いている場所に動くことができる。 

思考・判断・表現 ① 自己やチームの課題を分析し、それを仲間に伝えているか、表現しているか。 

② 仲間と協力する場面で、担当した役割に応じた活動の仕方を見付けている。 

③ 仲間と話し合う場面で、提示された参加の仕方に当てはめ、チームへの関わり方を見付けている。 

主体的に学習に 
取り組む態度 

① 練習がスムーズに進行できるように仲間の補助をしたり、ボール操作やゲーム中の動き、作戦に合

った動きのポイントを仲間に助言したりして仲間の学習を援助しようとしている。 

② ルールを守り、互いの安全に留意するための声かけ、行動をとれている。 

③ 意見交流の場面で、課題や目的に応じて自分の意見を発表したり、書き出したりしている。 

３ 指導及び評価、ICT活用の計画（全８時間：本時第６時） 

時 学習活動 知 技 思 態 

１ ・サッカーについて学び、授業のルールや進め方を確認する。(a)(b) ①    

２ 
・試しのゲームを行い、単元の課題を設定する。(a)(b)        対話・交流 

 

   ③  

３ ・基本的なボール操作の技能を身に付ける。(a)(b)(c) ① ①   

４ ・空間に走りこむ動きを身に付ける。(a)(b)(c) ② ②   

５ ・ミニゲームを通してボール操作と空間に走りこむ動きの技能を高める。(a)(b)(c)  対話・交流  ② ②  

６ 
・課題を選択し、仲間と意見交流しながら、解決に向けて練習計画を立てる。(a)(b)(d) 

対話・交流 自己決定 試行錯誤 

  ①  ① 

７ 
・自分のチームを分析し、まとめのゲームに向けて作戦を立てる。(a)(b) 

対話・交流 自己決定 試行錯誤 

  ③ ③ 

８ ・まとめのゲームをし、単元を振り返り、自己評価する。(a)(b) 総括的評価 

＊活用するコンテンツ等：（a）Googleアプリ（サイト、フォーム、スプレッドシート、スライド）   

（b）動画資料  （c）カメラアプリ「タイムシフトカメラ」 (d)Canva 

単元の課題 チームの作戦を立て、仲間と協力してゲームをしよう。 

 



－子どもが主体の学び14－ 

 

Ⅱ 本時の学習（６／８） 

１ ねらい チーム練習をする場面において、これまでの自分たちのプレイから課題を選択し、それにあった練

習計画を立てることができるようにする。 

２ 展 開 

主な学習活動 

予想される生徒の意識〔Ｓ〕 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 準備運動・準備・ドリルゲーム（５分） 

２ 集合・整列・挨拶 

３ 前時の学習を振り返り本時のめあてをつかむ。（５分） 

Ｓ：ボールを持たない時に動かずにいることが多い。 

Ｓ：狙ったところにボールを出せていない。 

 

 

 

○生徒が主体的に活動できるように、小グループご

とに準備運動、練習を行う。    

○振り返りをしやすいように、前時に撮影した動画

を提示する。 

○一度見せた後、どこに着目したらいいかを生徒の

言葉で確認し、「ボール操作」と「選手の動き」に気

付かせる。その後、もう一度動画を見て振り返る。 

４ 個人で気付いたことを自由に入力する。（３分） 

 

５ 意見をチーム内で共有しチーム課題を選択する。（８

分） 

Ｓ：ボールコントロールを意識するために「ボール操作」

を課題にしよう。 

Ｓ：動きながらボールを受ける練習をするために「空間に

走り込む動き」を課題にしよう。 

 

６ 課題に合わせた練習計画を立てる。（３分） 

○タブレットに入力したものを一覧で見られるよう

に電子黒板に映しておく。 

○「ボール操作」「空間に走りこむ動き」のどちらか

を集約した意見から選択させる。 

○課題だけでなくチームの長所にも目を向けさせ、

練習の中でチームの強みを出していけるように声

かけをする。 

 

○練習計画を全て作成するのではなく、型に当ては

められるようにテンプレートや見本、タスクゲー

ムの例を提示し選択できるようにする。 

７ 練習計画をもとにタスクゲームをチームごとに実施す

る。（４分×２）                   

Ｓ：パスを呼ぶ声を出したり、パスを出すときは味方の動

きを予測してパスをしたりしてみよう。 

Ｓ：ゴール前や誰もいない空間を目指して動いてみよう。 

 

 

８ メインゲームを行う。（８分） 

 

○タスクゲームごとに意識するポイント、コツがわ

かるようにしておき、それを意識するように声掛

けをする。 

○動きの中でも意見交換しながら練習するよう促

す。 

 

 

 

 

○課題練習で行ったことを意識できるように声掛

け、チーム内でのアドバイスを促す。 

９ 振り返りシートに入力する。（３分） 

 

10 本時のめあてに対して、学習内容を振り返り、全体で

共有する。（７分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各チームの「課題」と「改善のため意識したポイ

ント」を中心に振り返らせる。 

○スムーズな発言、共有になるように、モニターに

振り返りの様子を提示しながら全体で共有する。 

 

 

 

 

＜めあて＞ 

自分たちの課題を考えて、練習計画を立てよう。 

＜振り返り＞ 

Ｓ：動画を見ると、自分たちが気付けないところに気付くことができた。 

  自分たちの課題は「空間に走り込む動き」だったので、ゴール前のスペースを見付けたり、相手のディフェンスを剥がす動

きができたりするとよいと思った。タスクゲームの時に動きながらパスを出す、もらうことを少しずつ意識できた。 

◆評価項目（思①） 

授業の様子及び振り返りシートの記述内容から、

「自チームの課題を分析し、それを仲間に伝えてい

るか、表現しているか」を評価する。 

◆評価項目（主①） 

授業の様子から、「練習がスムーズに進行できるように仲間

の補助をしたり、ボール操作やゲーム中の動き、作戦に合

った動きのポイントを仲間に助言したりして仲間の学習を

援助しようとしているか」を評価する。 

」を評価する。 
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実践３ 桐生市立川内小学校 

           教諭 齊藤 大樹 

（１） 実践内容 

単元名 ４年生国語 

つながりを見つけながら読み、おもしろい

と思ったことを話し合おう 

「友情のかべ新聞」（全１１時） 

ねらい  
書かれていることのつながりを見つけなが
ら読み、おもしろいと思ったところについ
て話し合うことができるようにする。 

 

（Ａ）単元計画 

 

（２） 成果と課題 

①共通の手立て 

・振り返りについて  

○振り返りを重視することにより、

児童が学びを自覚することができ

ると共に、一人一人の学びの様子

が捉えやすく、その後の手立ての

検討に役立たせることができた。

また、書き方の例を黒板に掲示す

ることで、振り返りの記入に時間

のかかる児童も自分の学びを文章

化することができた。発言に消極

的な児童の思い、考えを知ること

ができ、指導に生かすことができ

たのも成果の一つである。また、

振り返りを一覧化して単元全体と

して見返すことができる形式にし

たことについて、児童からは「見

やすい」「今までの学習が振り返

りやすい」などの声が上がった。 

●書き方を示していた中でも、「楽

しかった」などしか記載でき な

い児童もいたので、そういっ  た

児童への有効的な手立てを検 

討していくことが必要である。 

●どうしても記入に時間がかかり、一 

単位時間の中で十分な記入時間の確

保ができないこともあった。 

 

（Ｂ）児童振り返りシート 

 

・アンケートの結果について 

 

（Ｃ）アンケート結果 

 

○ほぼすべての項目で「あまりあては

まらない、あてはまらない」の回答

者数が減り、「よくあてはまる、あ

てはまる」の回答者数が増加した。

主体性を問う質問項目が中心となる

アンケートであることから、講じた

様々な手立てが影響していると考え

ている。「登場人物がその後どうな
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 ったのか気になる」「もっとやり

 たい」というような発言をするよ

 うな児童も見られた。 

●「分からないことをそのままにせ

ず、質問をしていますか」の質問

に対しては、大きな変化が見られ

なかった。「あまりあてはまらな

い、あてはまらない」と回答した

児童に聞いてみると、「どう聞け

ばいいか分からない」「質問して

も分からない」等の意見であった。

また、友人の意見にばかり頼る部

面が見られることもあり、自分で

考える時間を大切にする事ができ

ない児童も一定数いると考えられ

る。 

 

②各教科の手立て 

  単元構想を工夫し、主体的に学び自律

した学習ができる児童の育成を目指して

以下の手立てを用意した 

  ・児童と共に作成する単元計画 

  ・自分の考えをノートに書く際の書き

方例の提示 

  ・使用する用紙の選択 

  ・学習の手助けとなる学習掲示物の作

   成 

・充実した対話・交流活動の設定 

 

   ○児童と共に作成した単元計画につ

いては、事前に教師が単元の構想

を練った上で、児童に身につけさ

せたい内容を踏まえながら作成し

たものである。文学的な文章の学

習において、学習を深めるのに必

要なことを単元のゴールを先に児

童に示しておくことで、児童の発

言からどのような学習計画が望ま

しいかということを考えることが

できた。単元の見通しを持つこと

につながり、「自ら課題を見つけ

る児童」につながる手立てなので

はないかと考える。 

   ○自分の考えをノートに書く際の書

き方例を提示することについては、

今までは自分の考えを書く事を苦

手としていた児童も、書き方例に

沿って記載することができた。非

常に有効的であったと考える。自

分の考えがしっかりとノートに書

けていると、自信が持てるように

なる。次第に書き方の例がなくと

も意見を書けるようになり、「自

分なりの表現ができる児童」につ

ながっていくと考える。 

   ●「ノートに自分の考えを自分なり

に書く」ことや見通しを持って活

動する中で「自分の課題を見つけ

る」ということは積極性が見られ

たが、「分からないことを質問す

る」ことについては、児童差が大

きく見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｄ）考え・振り返りの書き方の例を示す

板書 

 

   ○単元の最後に「面白いと思ったこ

とを友達と話し合う」活動を行う

際に用いる「ポップ作り」用紙の

型を複数用意することで、児童が

自ら書きやすい用紙の型を自己決

定することができる場面を設定し

た。どこにどんなことを書けば良

いのかを示す型を作成しただけで

も、低位の児童の意欲が増したよ

うに思う。 
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（Ｅ）選択できる用紙（枠有り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｆ）選択できる用紙（枠無し） 

 

○学習内容を振り返ることができる掲示 

物を作成し、児童が困った際には常に 

振り返ることができるような状態にし 

た。それを見て次の課題解決に生かす 

ことができた児童もいて、有効的な掲 

示物となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｇ）既習事項を振り返る掲示物  

  

 ○充実した対話活動を行うことについて

  は、ペアでの交流にグループワークな

  ど、目的に応じて形態を分けながら適

  切な対話・交流活動の場を設定するこ

  とができた。「友人の考えを聞くまで、

  その考えは思いつかなかった」など考

  えが深まる様子があった。 

  

 ●「他者の意見を受けて、考えを修正し 

たり、広げたりする」ことについて、 

対話活動に深みを持たせることができ 

ず、自分の意見を言う、他者の意見を 

聞くことの二点のみとなってしまう児 

童も多かった。話し合う際の視点の示 

し方に課題があると考えられる。 
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６ 研究のまとめ 

（１）成果 

  本研究での各教科における共通してい

る成果は以下の通りである。 

①有効的な対話・交流活動の設定 

  各教科の実践での単元構想の工夫とい

う点において、効果的な対話・交流活動

の場を設定することで、児童生徒の学習

が深まり、意欲的に学習する姿が見られ

た。ペア学習やグループワークにより、

自己解決の段階では気づかなかった考え

方や視点に触れることができたり、活発

な対話・交流活動が行われたりした。ま

た、保健体育科ではチームの課題を模索

したり、作戦を練ったりする過程で対話

・交流活動が行われ、その後の活動への

積極性が見られるようになった。 

②振り返りを重視したこと 

  振り返りを重視し、手立てとして単元

全体を通して、各単位時間の振り返りを

見返すことができるよう、一覧化した形

式で行った。また、選択欄と記入欄を設

け、選択欄では、児童生徒は達成度が一

目で分かり、達成感を実感できるように

なった。また、記入欄では視点（分かっ

たこと、これからからやってみたいこと

等）と書き方を示し、それについて自分

の学びを文章で記入することができるよ

うになった。授業者にとっても、学びの

様子が捉えやすく、その後の手立ての検

討に役立てることができた。 

③自己決定の場の設定 

  自己決定の場を設定することで、自分

に合った学習方法を選択して課題に取り

組む様子が見られた。国語科では、ポッ

プ作成の型を複数用意したところ、多く

の児童が自分に合った型を選択でき、低

位の児童が意欲的に活動していた。自分

で選択したことにより、活動に前向きに

取り組めるのではないかと考える。効果

的に設定するためには、振り返りやアン

ケート、普段の授業の見取りからの実態

把握、それぞれの場にどんな意図がある

のかを教師側が明確にしておく必要があ

ると感じた。 

 

（２）課題 

  本研究での課題は以下の通りである。 

①対話・交流活動における視点の提示 

  各教科で行った単元構想の工夫の中で

 の有効的な対話・交流活動の場の設定に

 おいて、児童生徒同士の考えが深まるよ

 うな対話・交流活動ができなかった場面

 も見られた。自己解決の段階で用意した

 自分の考えをただ伝達するだけにとどま

 り、互いの意見に対して質問し合う等の

 考えが深まる姿が見られなかった。「対

 話・交流活動における視点」を示さなか

 ったことが原因の一つなのではないかと

 考える。明確な視点を与え、児童生徒が

 何を目指した活動なのかを理解し、対 

 話・交流活動を行うことが重要である。 

②振り返り時間の確保 

振り返りでは、記入欄に自分の考えを

書くことに時間がかかる児童生徒もいて、

時間を十分確保することが難しかった。

また、振り返りを重視しすぎると、学習

や活動する時間が減ってしまうこともあ

った。今後は、学習や活動を充実させつ

つも、いかに振り返りの時間を確保する

かと、振り返りの形式の更なる検討が必

要と考える。 

③実態に応じた手立ての工夫について 

  単元構想の工夫を行っていく中で、教

師側が複数の手立てを用意した。実際に

取り組ませていくと、準備不足や児童生

徒にとって必要以上な支援になってしま

うこともあった。適切に手立てを講じる

ことができれば、効果的に使えるものだ

が、実態や発達段階に応じて、教師側が

精選していく必要があると考える。また、

授業前の準備にも時間がかかりすぎてし

まう、授業時間内に活動が多すぎてしま

うなどの難しさもある。そのためにも、

教師側が単元構想の際に、アンケートや

見取りからの実態把握、単元の途中でも

活動の様子次第で変更を加えるなどの準

備をすることで児童生徒にとって最適な

手立てになると考える。 
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７ 終わりに 

  本研究では、主体的に学び自律した学

習ができる児童生徒の育成を目指し、自

身の学びを実感できるような活動や場の

設定、振り返りの方法を工夫した単元構

想行った。児童生徒の主体的な学びを実

現するために、様々な手立てを取ること

で、よりよい授業づくりに取り組むこと

ができた。 

  また、研究を進める上で、改めて単元

構想の工夫の重要性を感じた。そのこと

が、個別最適な学習にもつながり、個々

の実態に合わせた課題の設定や支援の仕

方が、児童生徒の意欲にもつながると考

える。 

  本研究が、授業改善のための一助とな

れば幸いである。 

  最後に、本研究を進めるにあたり、ご

指導、ご助言、ご協力をいただいた、た

くさんの方々に心から感謝を申し上げた

い。 
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授業における ICT機器活用の可能性 

－個別最適な学びと協働的な学びの充実に向けた、 

ICT 機器を活用した授業づくりを通して－ 

 

桐生市立菱小学校   松田 仁    桐生市立境野小学校  樋口 連太朗 

桐生市立清流中学校  曽根 和樹 

 

 

１ 主題設定の理由 

 文部科学省は、『学校の ICT 環境整備 3

か年計画(2025～2027 年度)』（以下「整

備計画」という。）において、学校におけ

る ICT 環境整備は、一人一人の子供を主語

にする学校教育の目指すべき姿を実現する

ための視点から、これまでどおりの指導や

学習を単に効率化する付加的なものではな

く、個別最適な学びと協働的な学びの一体

的な充実等を図る上で必要不可欠な学習基

盤であることなどを踏まえ、検討する必要

があることを示している。 

 群馬県教育委員会は、第４期群馬県教育

振興基本計画『群馬県教育ビジョン』にお

いて、最上位目標を「自分とみんなのウェ

ルビーイングが重なり合い、高め合う共生

社会へ向けて－ひとりひとりがエージェン

シーを発揮し、自ら学びをつくり、行動し

続ける『自律した学習者』の育成－」と位

置づけ、目指す学習者像の実現のために５

つの重点政策を定めている。重点政策「時

代の変化に対応した教育イノベーションの

推進」の中で、『教育 DX（DX を基盤とし

た新しい学びの確立）』『デジタルツール

を使いこなす（デジタル人材育成）』を推

進していくとしている。そのために、重点

政策「これからの時代の学びを見据えた体

制の整備」の中で『デジタル学習基盤の整

備』が必要であるとしている。 

 これらの方針を基に桐生市教育委員会で

は、今年度、全ての小・中・義務教育学校

に電子黒板やデジタル教科書等を中心とし

た ICT 機器の整備を行う。電子黒板、タブ

レット端末、デジタル教科書、学習支援ソ

フト等のデジタルツールを効果的に活用す

ることで、児童生徒の学習活動への興味関

心がさらに高められ、より深い学びに繋が

っていくと期待される。 

 そこで、研究員の所属校にて、授業を受

け持つ教師を対象に、ICT 活用能力や導入

される「デジタル教科書」「電子黒板」に

対する意識調査を目的に、アンケートを実

施した。 

 

問１.デジタル教科書の使用頻度を教えて

ください。        ３１件の回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２．デジタル教科書の使用頻度が低い理

由について教えてください。 

（複数回答可）      １６件の回答 

※問１において、デジタル教科書の使用に

ついて「週に１日よりも頻度が少ない」と

答えた教師の中での割合である。 
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問１、２の結果より、デジタル教科書の

使用について「週に１日よりも頻度が少な

い」と回答した教師が半数以上いることが

明らかになった。「活用方法がわからな

い」という理由が約半数を占め、「活用す

る必要性がない」「自信がない」という理

由も多く挙げられていた。 

次に、電子黒板に対する意識調査につい

てのアンケート結果を以下のグラフにて示

す。 

 

問３．電子黒板に期待していることは何で

すか。 

（複数回答可）      ７１件の回答 

 

問４．電子黒板を使用する際に不安なこと

は何ですか。 

（複数回答可）      ４３件の回答 

 

問３の結果より、電子黒板に対して「画

面の見やすさ」「書き込み機能」への期待

が多く、視覚的効果をねらっていることが

わかった。また、「意見共有・比較のしや

すさ」の回答も多く、電子黒板の機能を生

かした新たな交流方法を選択できるように

なると思っていることがわかった。 

その反面、問４の結果に示すように、

「タブレット端末との連携」や「活用方

法」、「操作方法」に対して不安であると

いう意見が多く挙げられていた。 

このことから、デジタル基盤が整備され

たとしても、ICT 機器を効果的に活用した

学びの場の提供においては、これらの不安

感を払拭しない限り、教師個々のスキルの

違いや意識等の影響で活用が進まず、学級

間・学校間格差が生じることが懸念される。

そのため、個別最適な学びと協働的な学び

を充実させる上で、タブレット端末はもち

ろんのこと、電子黒板やデジタル教科書等

の ICT 機器を不安なく活用できるよう、IC

T 機器を効果的に活用した授業づくりを提

案し、発信していくことが必要であると考

え、本主題を設定した。 

 

 

２ 研究のねらい 

 児童生徒の個別最適な学びと協働的な学

びの一体的な充実に向けて、授業における

ICT 機器の効果的な活用方法を検討・実践

・情報発信することは、ICT 機器の効果的

な活用を推進する上で効果があったか、そ

の有用性を明らかにする。 

 

 

３ 研究の見通し 

 電子黒板をはじめとする様々な ICT 機器

を活用して、一人ひとりが自分の課題を解

決する方法を試したり、友達と協力して課

題を解決する方法を話し合ったりするなど、

児童生徒の個別最適な学びと協働的な学び

が実現すれば、ICT機器の効果的な活用が

図れたと言えるだろう。 

 

 

４ 研究の内容と方法 

（１）研究計画 

１学期 ○研究主題・副主題の検討 

○主題設定の理由の検討 

○主題検討会 

２学期 ○指導案の検討 

○研究のねらい・見通し・研究・

計画の検討 

○中間検討会（班別協議） 

○授業実践（各校・各教科） 
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○電子黒板・デジタル教科書の活

用法の共有 

３学期 ○草案検討会 

○研究報告原稿の作成 

○研究報告原稿のまとめ 

 

（２）基本的な考え方 

①個別最適な学びとは 

・子供一人一人の特性や学習進度、学習到

達度に応じ、指導方法・教材や学習時間等

の柔軟な提供・設定を行うことなどの「指

導の個別化」が必要である。 

・子供一人一人に応じた学習活動や学習課

題に取り組む機会を提供することで、子供

自身が、学習が最適となるよう調整する

「学習の個性化」も必要である。 

 文部科学省「『個別最適な学び』と『協

働的な学び』の一体的な充実」より 

 

②協働的な学びとは 

・探求的な学習や体験活動などを通じ、子

供同士で、あるいは地域の方々をはじめ多

様な他者と協働しながら、あらゆる他者を

価値のある存在として尊重し、様々な社会

的な変化を乗り越え、持続可能な社会の創

り手となることができるよう、必要な資質

・能力を育成する「協働的な学び」を充実

することも重要である。 

 文部科学省「『個別最適な学び』と『協

働的な学び』の一体的な充実」より 

 

 上記の「個別最適な学び」と「協働的な

学び」の一体的な充実を実現するために、

授業において ICT 機器を効果的に活用し、

活用した事例等の情報を発信していきたい。 

 

 

５ 研究の実践 

 別添の資料に、ICT 機器を活用した実践

例として、電子黒板やタブレット端末を用

いた提案授業（別添資料１）と提案授業以

外での活用例（別添資料２）を収集した。 

 提案授業の概要を以下に示す。 

実践１ 菱小学校 教諭 松田 仁 

教科名 社会科 

単元名 「江戸幕府の政治と安定」 

「資料読み取りの場面で、ミライシードの

オクリンクプラスと電子黒板を活用し、学

習形態や学習方法を自己決定させながら、

江戸幕府による参勤交代政策の意図や効果

を考えられるようにする。」 

 

実践２ 境野小学校 教諭 樋口 連太朗 

教科名 生活科 

単元名 「たのしいあきいっぱい」 

「園児のために作ったおもちゃを発表する

意見交流の場面で、ミライシードのオクリ

ンクプラスと電子黒板を活用することで、

園児のために作ってきたおもちゃや、遊び

の楽しさに気づくことができるようにす

る。」 

 

実践３ 清流中学校 教諭 曽根 和樹 

教科名 国語科 

単元名 「読みを深め合う」 

「友達が作成した CM を鑑賞する場面で、

ミライシードのオクリンクプラスと電子黒

板を活用することで、表現の仕方を評価し

自分の考えを広げたり深めたりすることが

できるようにする。」 

 

 

６ 研究のまとめ 

（１）研究の成果 

 本研究では、次の点が成果として挙げら

れた。 

①個別最適な学びについて 

 単元や一単位時間のねらいを達成するた

めに、教科書や資料集等のアナログ教材だ

けでなく、タブレット端末等の ICT 機器も

自由に活用させ、「何を」用いて、「どの

ように」学習に取り組むのか、自己決定の

場を与えたことで、主体的に学習に取り組

むことができていた。また、オクリンクプ

ラスや Canva などの学習支援ソフトを活用

することで、一単位時間の学習の様子や成

果物が順次タブレット端末に蓄積され、学
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習を振り返り、自己調整しながら学習を進

めることができた。 

 

②協働的な学びについて 

オクリンクプラスといった学習支援ソフ

トや電子黒板の表示機能や書き込み機能を

使うことで、児童生徒の学習活動を共有し

たり、比較検討したりする学習場面がより

容易に設定できるようになった。共通点や

相違点を見つけたり、新たな考えに触れさ

せたりしたい場合に効果的であった。また、

「誰と」学ぶのかを自己決定し、タブレッ

ト端末を持ち運び、児童生徒同士が集まっ

て意見交流をしながら試行錯誤している場

面も見られた。 

これまでの学習の蓄積や成果物をタブレ

ット端末上で見せ合い、互いにアドバイス

したり称賛したりすることは、他者の考え

を尊重した上で、自らの考えを広めたり深

めたりしようとする協働的な学びの実現に

つながった。 

 

（２）研究の課題 

①個別最適な学びについて 

 タブレット端末が一人一台あることで、

学習活動の自由度はこれまで以上に高まっ

ている。しかし、発達段階や ICT 機器を扱

う技能の習熟度は児童生徒によって異なる。

 児童生徒の実態を適切に見取り、多様な

ニーズに応えながらも、単元や一単位時間

のねらいを達成するためにタブレット端末

や電子黒板等の ICT 機器を効果的に活用し

てどのような学習活動を組み立てるか、よ

り細かな部分まで考える必要がある。 

 

②協働的な学びについて 

 教師の指示の曖昧さや ICT 機器の活用の

仕方によっては、学習活動が情報の共有や

比較検討にとどまり、他者の視点を受けて

自らの考えを振り返ったり、違った考えを

持とうとしたり、より具体的に表現しよう

としたりする段階まで至らず学習を深めら

れないことがあった。 

児童生徒が協働的に学ぶ姿とはどのよう

な姿なのかをイメージし、その姿の実現の

ためには、ICT 機器の機能や効果を吟味し

て、学習活動を設定する必要がある。 

 

７ おわりに 

 ICT 機器活用班は、児童生徒の個別最適

な学びと協働的な学びの一体的な充実に向

けて、ICT 機器を活用した授業づくりと授

業における ICT 機器の効果的な活用方法に

ついて検討・実践・情報発信を行ってきた。

本研究を通して、タブレット端末・電子黒

板・書画カメラなどの ICT 機器について、

その機器を用いてできることを把握し、学

習活動のねらいに即して適宜活用していく

ことで、児童生徒一人ひとりが主体的で対

話的な深い学びを実現していこうとする姿

を見ることができた。 

 また、ICT 機器の効果的な活用場面や活

用方法について検討を重ね、情報発信を行

ってきたことで、事前のアンケートにおい

て ICT 機器の活用に不安を抱いていた教師

も、ICT 機器を活用した授業づくりに意欲

的に取り組んでいる様子が見受けられた。 

本研究が、授業における ICT 機器の活用

に不安を抱いている教師や効果的な活用を

日々模索している教師にとって、授業づく

りの一助になれば幸いである。 

最後に、本研究を進めるにあたり、ご指

導やご助言をいただいた多くの方々に、心

からお礼申し上げたい。 
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社 会 科 学 習 指 導 案 

単元名「江戸幕府の政治と安定」〔学指要領：第６学年の内容（２）ア（キ）〕 

令和７年１０月３１日（金） 第２校時 ６年１組教室 

桐生市立菱小学校 ６年１組 ２７名 指導者 松田 仁 

 

Ⅰ 単元の構想 

１ 単元の目標及び児童の実態 

 目 標 児童の実態 
知識及び技能 ・文化財や地図、年表などの資料を調べ

ることを通して、江戸幕府が武士によ
る安定した政治を確立したことを理解
することができる。 

・各単元における重要語句については概ね
理解しており、時代の特徴や歴史的事象
については一問一答形式では答えること
ができる児童が多い。 

思考力、判断力、 
表現力等 

・江戸幕府が行った各政策の目的や効果
を関連、総合することを通して、江戸
幕府がどのようにして安定した政治を
確立させたか文章で表現することがで
きる。 

・これまでの大きな歴史の流れは、複数の
歴史的事象の関わり合いで形作られてい
ると理解し、それを各単元のまとめで文
章表現できた児童は、学級の半数程度で
ある。 

学びに向かう力、 
人間性等 

・江戸幕府の各政策についての資料を読
み解く学習活動において、個人や集団
で進んで歴史的事象や社会背景を追究
しようとする。 

・提示された資料の読み取りを進んで行う
児童が多く、資料同士のつながりを考え
たり不明なことをさらに調べようとした
りする児童が多い。 

 

２ 評価規準 

知識・技能 ・文化財や地図、年表などの資料を調べることを通して、江戸幕府が武士による安定し
た政治を確立させるために各種政策を行ったことを理解している。 

思考・判断・表現 ・文化財や地図、年表などの資料から問いを見いだすとともに、江戸幕府が行った各政
策の目的や効果を関連、総合することを通して、江戸幕府がどのようにして安定した
政治を確立させたかを文章で表現している。 

主体的に学習に 
取り組む態度 

・江戸幕府の各政策についての資料を読み解く学習活動において、予想や学習計画を立
てたり、個人や集団で進んで歴史的事象や社会背景を追究しようとしたり、学習を振
り返ったりして、主体的に課題を追究し解決しようとしている。 

 

３ 指導及び評価、ICT活用の計画（全 6時間：本時第 3時）  ※指導に生かす評価○、評定に用いる評価● 

 

 

 

 

 

時 学習活動 知 思 態 

１ ・前時代と江戸時代の比較から学習課題を決め、江戸幕府の始まりから、政策を予想する

活動を通して学習計画を立てる。（a） 

単元の課題 

江戸幕府は、どのようにして力を強め、政治を安定させようとしたのだろう。 

 

  ● 

２ ・徳川家康、秀忠が行った、江戸幕府を安定させるための政策を理解する。（a） ● ● ○ 

3 ・徳川家光が行った、大名支配を目的とした政策を理解する。（a） ● ● ○ 

4 ・江戸幕府が行った、民衆支配を目的とした政策を理解する。（a） ● ● ○ 

5 ・江戸幕府が行った、宗教政策と対外政策を調べ、社会への影響を理解する。（a） ● ● ○ 

6 ・江戸幕府の政治についてまとめ、単元の課題に対する答えを整理する（a） ● ● ● 

＊活用するコンテンツ等：(a)オクリンクプラス 
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Ⅱ 本時の学習（3/6） 

１ ねらい 参勤交代にまつわる資料を読み解く学習を通して、参勤交代が全国の大名を効果的に支配する政策

であったことを理解できるようにする。 

２ 展 開 

【★ＩＣＴ活用に関する事項】 

主な学習活動        

予想される児童の反応〔Ｓ〕 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時の学習を振り返り、本時のめあてをつかむ。

（５分） 

＜めあて＞ 

江戸幕府を長く続けるために、家光はどのような

ことを行ったのだろう。 
 

○児童が簡潔に振り返れるように、オクリンクプラ

スで作成した前時のまとめカードと振り返りカー

ドを電子黒板に提示する。     【★提示】 

○児童の主体性に問いかけるように、事前に決めて

ある本時のめあてを想起するよう促す。 

２ 個別/集団を選択し、徳川家光の時代に整えられた

参勤交代にまつわる資料を読み解く。（１０分） 

【★書き込み・整理】 

 

 

 

Ｓ：参勤交代という制度は、大名が自らの領地と江戸

とを往復する政策だったようだよ。 

Ｓ：１年おきに江戸に住まなければいけなかった。 

Ｓ：大名だけでなく家臣たちもいっしょに行かなけれ

ばならなかったんだ。 

○児童が学び方と資料の選択ができるように、これ

まで通り学び方の自由と資料選択の自由について

伝える。 

○児童が資料の概要を把握できるように、配付した

資料の題名とその資料から読み解くべき事柄を全

体で確認する。       【★配付・提示】 

 

３ 全体で読み取った歴史的事象を共有し、追究す

る。（２０分）            【★提示】 

 

 

 

Ｓ：大名を疲れさせる目的があったと思うよ。 

Ｓ：大名の妻と子どもを人質にすることで、大名を従

わせる効果があったと思う。 

Ｓ：お金もたくさんかかったから、大名は貧しくなっ

ていったと思うよ。 

Ｓ：参勤交代の目的は、大名の力をそぎ、抵抗する力

をなくさせることで、結果的に大名を支配すること

につながったんだね。 

○児童が調べ、考えた内容をもとに全体で追究する

ことができるように、オクリンクプラスの提出ボ

ックスに自分のカードを提出させ、それを提示す

る。       【★提出・共有・一覧表示】 

○課題解決に向けて効率よく追究できるように、意

図的に提示するカードを選択する。 【★提示】 

○歴史の流れや歴史的事象のつながりを、児童が整

理しやすくなるように、児童に提示した資料を黒

板にも掲示し、児童の考えを構造的に板書する。 

 

 

 

 

 

 

４ 本時のめあてに対するまとめを確認し、学習内容

を振り返る。（１０分） 【★データの保存・提出】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童が学習の流れを振り返り、自分でまとめが書

けるように、全体でめあてを確認し、板書を指し

ながらキーワードを伝える。 

○児童が、自身で書いたまとめを客観的に確認した

り、自分のまとめに自信をもったりすることがで

きるように、オクリンクプラスでカードを提出さ

せる。            【★一覧表示】 

 

 

 

主な発問 

「徳川家光をはじめとする江戸幕府が整えた参勤

交代という制度はどのようなものだろう。」 

＜まとめ＞ 

江戸幕府は参勤交代を行うことで、各地の大名に

費用や労力を使わせ、幕府に逆らえないようにする

ことで、大名を支配していた。 

＜振り返り＞ 

Ｓ：江戸幕府が行った参勤交代について、友達と協力して考えた。大名を弱らせ支配することが目的だと分

かった。 

◆評価項目（知） 

オクリンクプラスのカードの記述から、「参勤交

代の主な内容について調べ記録しているか」を評

価する。 

「参勤交代という制度の目的と効果はどんなもの

だろう。」 

◆評価項目（思） 

オクリンクプラスのカードの記述と発言から、

「参勤交代にはどのような効果があったかを考え、

それが江戸幕府の政治の安定につながったと表現

しているか」を評価する。 
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Ⅲ 実践実例の紹介 

①オクリンクプラス「まとめカード」 

 一単位時間ごとに児童に右記のようなまとめカードを配布している。 

本学級の社会の学習では、一律同じ文言でのまとめは行わない。その 

ため、このまとめカードには、毎時間児童が個別に本時のまとめを 

記入していく。社会科が好きだったり、歴史的事象を言語化する能力 

が高かったりする児童は、一人でどんどん書き進めることができる。 

しかし、そうではない児童については、なかなか書き進めることが 

できない。そういった児童に対しては、オクリンクプラスの提出ボッ 

クス機能を用いて、他の児童のまとめを参照してもよいこととしてい 

る。そうすることで、他の児童が使っている語句や表現を参考にする 

ことができたり、歴史的事象どうしのつながりをどのように文章化す 

ればよいか理解できたりする。また、このまとめカードは、次時の導 

入で前時の振り返りとして活用している。導入もまとめも児童の言葉 

でつながっていくため、児童の主体性に働きかける狙いがある。 

 

②オクリンクプラス「資料カード」 

 一単位時間ごとに児童に右記のような資料カードを３～５枚配布し 

ている。この資料カードには、明らかにしたい歴史的事象についての 

画像や文言が載せてある。そして、最も重要なのが、この資料から 

「何を」読み取りたいかが分かるよう、「視点」が示されていることで 

ある。読み取らせたいことを示すことで、児童の迷いをなくし、ねら 

いに迫りやすくする効果がある。また、どの資料カードから考えて 

もよいし、誰と一緒に学んでもよいということになっているため、資 

料カードの読み取り学習は、児童の自己決定の場面でもある。 

 

③電子黒板への書き込み 

 児童は、読み取ったり考えたりしたことを、電子黒板に書き込みに 

来る。それが右記の画像である。一人ひとりに資料カードはあるが、 

座っての学習を好まず、立ち話のように学習を進めたい児童もいる。 

そういった児童のために、電子黒板にも資料カードを提示しておき、 

自由に書き込んでよいことにしている。個別最適な学びという点では 

電子黒板も児童が使える道具の１つになり得るし、協働的な学びという 

点でも、大きな画面に複数の児童の意見が書き込まれていくことで、 

考えの広がりや深まりが見られた。 

 

Ⅳ 成果（○）と課題（●） 

○複数枚の資料カードから学ぶ順番を考えさせたり、離席や移動の自由を許可したりと、児童に学び方を自己決

定させてきたことで、児童が主役となる主体的な学びを実現することができた。 

○タブレット上で個別や集団で学んだことを電子黒板で共有したり、共有して比較検討した結果を黒板に記述し

たりと、電子黒板と黒板の特性を生かした活用方法を設定した。電子黒板での共有は、学びの交流を目的とし

ていたため、児童の様子から新たな気づきがあったり、自分の考えを確かなものにしていたりする様子が見ら

れ、効果的であったと考える。黒板への記述は、児童が導き出した考えを整理し、共通理解を図ることを目的

としていたため、その後のまとめカードへの書き込みから、文章化が苦手な児童でもまとめを書くことができ

ており、効果的であったと考える。 

●児童に自己決定させることを重視しているため、資料の数が多かったり、資料に載せる内容が高度過ぎたりす

ると、活動時間が確保できない児童が出てきてしまう。量と内容の精選は入念に行う必要がある。 

●個別最適な学びをより促進するためには、教師が提示した資料だけではなく、答えを導き出す資料も児童が見

つけ出すという学習を行っていく必要がある。 
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生 活 科 学 習 指 導 案 

単元名「たのしいあきいっぱい」 

〔学指要領：（５）季節の変化と生活、（６）自然や物を使った遊び〕 

令和７年１１月１４日（金） 第２校時 １年２組教室 

桐生市立境野小学校 １年２組 ２０名 指導者 樋口 連太朗 

Ⅰ 単元の構想 

１ 単元の目標及び児童の実態 

目 標 児童の実態 
・学校や地域にある秋の自然と関わる活動を通し
て、身近な自然の違いや特徴を見付けたり、遊び
や遊びに使う物を工夫してつくったりすることが
でき、自然の様子や季節の変化に気付いたり、遊
びの面白さや自然の不思議さに気付いたりすると
ともに、身近な自然を取り入れ、みんなと楽しみ
ながら遊びを創り出し、自分の生活を楽しくしよ
うとすることができる。 

・「なつがやってきた」の学習では、校庭の夏探しを 
通して、緑が多くなったことや気温の変化など、
季節の変化に気付くことができた。 

・夏の自然を生かした遊びでは、アサガオで色水を 
作ったり、水遊びをしたりして楽しんでいたが、
ルールを作ったり、工夫したりすることに難しさ
があると感じた。 

 

２ 評価規準 

知識・技能 ①秋の自然の様子や特徴、夏から秋の季節の変化に気付いている。 
②秋の自然を使った遊びの楽しさや、遊びを工夫したり創り出したりすることの面白さ
に気付いている。 

③遊びのルールを守ることで、みんなと楽しく遊べることに気付いている。 
思考・判断・表現 ①秋の自然の良さや特徴、季節の変化を確かめながら遊んだり、遊びに使う物を選んだ

りしている。 
②さまざまな秋の自然の物を比べたり試したり、遊んだときのことを予想したりしなが
ら、遊びに使う物を工夫して作ったり、遊んだりしている。 

③秋の自然と自分の関わりを振り返りながら、伝える相手に応じた表現の仕方で伝え合
っている。 

主体的に学習に 
取り組む態度 

①秋の自然の様子や特徴に応じて、秋の自然と繰り返し関わろうとしている。 
②季節を生かして遊びたいという願いや思いをもち、粘り強く遊びに使う物や遊びを創
り出そうとしている。 

③みんなで遊ぶ楽しさを実感し、毎日の生活を豊かにしようとしている。 

 

３ 指導及び評価、ICT活用の計画（全 20時間：本時第 15時） ※指導に生かす評価○、評定に用いる評価● 

時 学習活動 知 思 態 

1 

 

2,3 

4～6 

 

 

 

7 

 

 

 

・夏の遊びや夏を感じる物についてのまとめを振り返り、身の回りで見つけた秋を感

じる物について話し合う。(a)(b)(c) 

・校庭の秋探しで見付けた物から、秋の様子や特徴、季節の変化について考える。 

・市民広場で秋探しを行い、木の実や葉などの「秋のおきにいり」を集めたり、遊ん

だりして季節の変化を感じる。 

・市民広場で見付けた「秋のおきにいり」や自然の変化について、気付いたことやそ

れらを使った遊びに使う物や遊びについて話し合う。 

・保育園の園児に向けた、「秋まつり」の招待状やビデオレターを作成する。(a) 

 

 

 

 

① 

❶ 

 

 

 

① 

 

❶ 

 

 

 

① 

 

❶ 

 

 

 

 

③ 

8 ・集めた「秋のおきにいり」を使って、遊びに使う物を作ったり、どうやって遊んだ

りするかを考え、ワークシートにまとめる。(a)(b) 

②  ② 

9～11 ・班に分かれ、園児が楽しく遊べる工夫をしながら、「秋まつり」のおもちゃを作成

する。また、おもちゃの工夫の発表練習をする。(a)(c) 

 ② ❷ 

単元の課題  

「あきのおきにいり」をつかって、ほいくえんのこたちと、たのしくあそぼう 
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＊活用するコンテンツ等：（a）オクリンクプラス  （b）電子黒板  （c）デジタル教科書 

 

Ⅱ 本時の学習（15/20） 

１ ねらい 秋の自然を生かしたおもちゃの改善点について話し合い、おもちゃづくりのまとめをすることを通

して、園児のための「秋まつり」を見通して、予想したり、試したりして作ってきたおもちゃ作りや

遊びを考えたことの楽しさに気付くことができる。 

 

２ 展開 

【★ＩＣＴ活用に関する事項】 

12 

 

・自分たちで作ったおもちゃの工夫や、もっと楽しめるようにするためのアドバイス

などを共有する。(a)(b) 

 ❷  

13,14 ・前時の共有でもらったアドバイスを生かして、おもちゃを改良したり、実際に遊ん

だりして、改善した様子の写真や動画を記録して、発表の練習をする。(a) 

③ ③  

15 

(本時) 

・完成したおもちゃや遊びの写真や動画を電子黒板に写して、工夫や遊び方を共有

し、おもちゃ作りの学習をワークシートにまとめる。(a)(b) 

❷ ③  

16 

17,18 

・「秋まつり」の会場準備をしたり、当日の流れを確認したりする。 

・「秋まつり」で、園児におもちゃを紹介したり、一緒に遊んだりする。 

 

❸ 

 

❸ 

③ 

 

19,20 ・これまでのワークシートや、おもちゃ作りを想起し、秋の自然や園児と自分の関わ

りについて、振り返る。(a)(b) 

  ❸ 

主な学習活動 

予想される児童の意識〔Ｓ〕 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 単元の課題や前時までの学習を振り返り、本時の

めあてをつかむ。（５分） 

Ｓ：前回友達がアドバイスしてくれて作り直したおも 

ちゃをみんなに見てもらいたいな。 

 

 

 

 

○本時の見通しを持つことができるように、単元の

課題や「秋まつり」の計画などの学習の過程を電

子黒板で掲示したり、前回の発表のホワイトボー

ドを見返したりさせる。    【★一覧表示】 

○発表の際に何を見てもらい、実際に園児に何を伝

えるのか意識できるように、作り直したおもちゃ

のどこを見てもらうと、みんなに伝わると思うか

問いかける。          

２ 班ごとに電子黒板を使って、おもちゃの改善点や

遊び方を、写真や動画を使って発表する。（３０分）          

【★撮影・録音・再生】 

Ｓ：前回のところと比べて、ここを改善しました。比 

べてみると、○○を変えたことで、楽しく遊べるよ 

うになりました。遊び方の動画を見てください。 

Ｓ：おもちゃの写真を見てください。前と比べて、こ 

の場所をかえました。遊び方は、この動画で見てく 

ださい。 

Ｓ：前よりも長く遊べるようになっているな。とても 

楽しそうでいいな。 

○前時と本時の発表の写真や、動画を比較しておも

ちゃの工夫が見つけやすくなるように、電子黒板

２台にそれぞれを掲示して比較させる。 

【★提示・配布】 

○班ごとのおもちゃの工夫を視覚的に理解できるよ

うに、見てほしいポイントや変わったポイントを

書き込ませる。       【★書き込み】 

○友達の発表を聞いて意見を共有し、活発な話し合

いができるように、座席の配置を工夫する。（下

記環境の構成２を参照） 

○発表する側も聞く側も、相手意識をもって学習す

ることができるように、「保育園の子たちが楽し

めるおもちゃになっているかな」と問いかける。 

○おもちゃの工夫が伝わる話し方かどうかを考えな

がら聞くことができるように、「保育園の子にな

ったつもりで聞こうね」と促す。 

＜めあて＞ 

なおしたおもちゃのくふうをはっぴょうして、おも

ちゃづくりのまとめをしよう。 
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＜環境の構成１（9～11,13,14校時）＞            ＜環境の構成２（12,15校時）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時の学習の振り返りをする。（１０分） 

【★思考の補助】 

Ｓ：ただこまを回すよりも、戦う場所を作ったら面白 

くなったな。 

Ｓ：マラカスを鳴らすだけじゃすぐに終わっちゃうけ

ど、一緒に作るようにしたら楽しそうだな。 

  

 

 

 

 

 

 

○どの班の発表も、「園児が楽しく遊べる」おもち

ゃや遊びになっていることに気付かせ、単元の課

題とのつながりや今後の「秋まつり」の見通しを

もてるように、それぞれの班の発表の共通点を考

えさせて、見付けさせる。  【★掲示・配布】 

 

＜振り返り＞ 

Ｓ：みんなからアドバイスをもらって作り直して、

保育園の子たちが楽しく遊べるおもちゃが作れ

ました。早く一緒に遊びたいです。動画で作っ

たから比べやすくてよかったです。 

 

 

道具 

コーナー 

電子黒板 

材料 

コーナー 
お試し 

コーナー 

作業場１ 

作業場２ 

作業場３ 

作業場４ 

作業場５ 

 

電子黒板 電子黒板 

◆評価項目（知❷） 

児童の発表の様子から、「園児のために、秋の自 

然を使った遊びの楽しさや、遊びを工夫したり創

り出したりすることの面白さに気付いているか」

を評価する。 
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Ⅲ 実践事例の紹介 

①オクリンクプラス「単元の計画カード」 

 単元のめあてや単位時間のめあて、児童と話し合って決めた次時にやること

などを残すためのカードを、みんなのボードで作成した。児童との話し合いの中

で出た意見を残したり、児童にも渡すことができたりしたため、課題意識や相手

意識をもって学習できた。 

 

 

②電子黒板「ホワイトボード」 

第12時の発表の学習で、おもちゃや遊びを作った班の工夫と、それを聞いて

他の班がしたアドバイスをまとめた。発表と同時に見ることができたり、次時

以降におもちゃを改善する時に見直したりすることができ、交流学習に向けて

自分たちの考えを練り上げるための一助となった。 

 

 

③オクリンクプラス「写真・動画」 

 各班で作成したおもちゃや遊んでいる様子を適宜撮影しておき、自分たちで

見直して作り直す際に見返して考えられるようにした。 

 

 

④デジタル教科書「『おもちゃのつくりかた』の動画」 

 おもちゃ作成の動画のページのリンクを児童に配布し、いつでも見られるよ

うにした。動画を活用することで、自分のおもちゃを見直すことや、他の班のお

もちゃのアドバイスをする際の参考資料となった。 

 

Ⅳ 成果（○）と課題（●） 

○オクリンクプラスで、秋探しからおもちゃづくり、交流会の記録などを１つにまとめた。それにより、単元を

通した学びの流れが視覚的に理解しやすくなった。 

○園児とのやり取りをオンラインで行ったり、単元のめあてを ICT機器で示したりしたことで、常に相手意識を

もって学習に取り組むことができ、振り返りにも生かすことができた。 

○班で決めたおもちゃの工夫や改善ポイントなどをオクリンクプラスのカードにまとめさせたことで、教師から

すぐに反応を送ることができて指導に生かすことができた。 

○１回目の発表（第12時）のアドバイスを、電子黒板のホワイトボードにまとめたことや、それをオクリンクプ

ラスで個人や班で見返せるようにしたことで、自分たちでおもちゃや遊びを改善することに生かせた。 

○発表や話し合いの際に動画で記録して、電子黒板２台にそれぞれ映して比較させたことで、「もっと見たい」

「それは楽しそう」という、児童の主体的な意欲を喚起させることができた。 

○デジタル教科書のコンテンツを使用することで、学習に必要な情報をいつでも児童が自分で見ることができた

ため、おもちゃづくりに生かすことができた。 

●電子黒板を２台使用したことで、おもちゃの画像や動画の比較をしながらそれぞれに書き込むことができたが、

誰でもできる実践方法と考えると、実現が難しいと感じた。 

●発達段階を踏まえて、活動中に使用する端末を１台に制限したことで、書き込んでいる時や動画を撮影してい

るときはアドバイスを書いたカードや自分たちの工夫を書いたカードを見ることができなかった。そのため、

活動に停滞が見られた。事前に何が必要か考えさせ、必要数のタブレットを与えて学習に取り組ませるとよか

った。 

●発表の際にタブレットを持たせて、アドバイスや工夫を記したカードを見させたり、めあてを書き込ませたり

したが、注意力が散漫になり、発表に集中することができない児童も見られた。タブレットは発表の際にのみ

使わせることや、発表形態を変えるなど、実態に合った学習形態とICT機器の活用を考える必要があった。 
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国 語 科 学 習 指 導 案 

単元名「読みを深め合う」 

教材名「初恋」〔学指要領：知（1）ウ、思 A（１)ウ、エ〕 

令和７年１１月２６日（水） 第５校時 図書室 

桐生市立清流中学校 ３年３組 ２８名 指導者 曽根 和樹 

 

Ⅰ 単元の構想 

１ 単元の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 
知識及び技能 ・話や文章の種類とその特徴について理

解を深めることができる。 
 

・詩にはいくつかの種類があり、文体や 
まとまりなどの特徴に着目し、その種類
を判別することは理解している。 

思考力、判断力、 
表現力等 

・場の状況に応じて言葉を選ぶなど、自
分の考えがわかりやすく伝わるように
表現を工夫することができる。 

・話の展開を予測しながら聞き、聞き取
った内容や表現の仕方を評価して、自
分の考えを広げたり深めたりすること
ができる。 

・自分の考えなどを素直に伝えられる生徒 
は多いが、わかりやすくするために根拠
を用いるなどの工夫を凝らすことに課題
のある生徒は多い。 

学びに向かう力、 
人間性等 

・詩を読み、考えたことを伝え合うこと
を通して、文章の種類と特徴について
理解したり、自分の考えをわかりやす
く伝えようとしたりする。 

・自分の考えたことを伝えることは得意と 
する生徒が多いが、友達の考えから気づ
きを得て、自己の変容を見つめることに
課題がある生徒もいる。 

 

２ 評価規準 

知識・技能 ①文章の種類とその特徴について理解を深めている。 
思考・判断・表現 ①読み取ったことに応じて語調を整えるなど、自分の考えがわかりやすく伝わるように

表現を工夫している。 
②CMを見て、構成や展開、声の出し方や機器の活用など、表現の仕方を評価することを
通して、多様な考えを理解したり自分の考えを見直したりして、自分の考えを広げた
り深めたりしようとしている。 

主体的に学習に 
取り組む態度 

①詩を読み、考えたことを伝え合うことを通して、文章の種類と特徴について理解した
り、表現したことの意図について説明しようとしたりしている。 

 

３ 指導及び評価、ICT活用の計画（全 5時間：本時第 5時）  ※指導に生かす評価○、評定に用いる評価● 

 

４ 言語活動の価値  

CM を作るという言語活動は、生徒のさまざまな力を育てられると考える。CM は短い時間でメッセージを伝

える媒体であり、生徒は自分の考える詩の魅力を、限られた時間の中で考えをまとめ表現していく。自分の考

えを一方的に伝えるのではなく、CMの受け手側の気持ちを考える必要もある。また、他者の表現方法を学び、

考えを広げることにもつながる活動である。 

 

時 学習活動 知 思 態 

１ ・作者と歴史的背景を理解し、単元の課題をつかむ。（a） 

 

➀   

２ ・詩の構成や表現方法について個人で考えた後、グループで共有する。  ❶ ➀ 

３ ・詩を読んで感じ取ったことを CMでどのように表現するか考える。  ➁  

４ ・CMを制作する。（b）  ➁  

５ ・作ったCMを持ち寄り、友達の制作したCMを鑑賞する。（c） ❶ ❷ ❶ 

＊活用するコンテンツ等：（a）Youtube CM  （b） Canva  （c）オクリンクプラス 

単元の課題 
作者の意図を読み取り、CMを作ろう 
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Ⅱ 本時の学習（5/5） 

１ ねらい 友達が制作した CMを鑑賞することを通して、表現の仕方を評価し自分の考えを広げたり深めたり

することができるようにする。 

２ 展 開  

【★ＩＣＴ活用に関する事項】 

主な学習活動 

予想される生徒の意識〔Ｓ〕 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時の学習を振り返り、本時のめあてをつかむ。

（５分） 

 

 

 

 

Ｓ：どんなCMがあるか楽しみだな。 

Ｓ：早く自分の作ったものを見てほしい。 

○生徒が友達のCMを見られるように、本時開始前

までにオクリンクプラスで動画を見られるように

掲示しておく。          【★掲示】 

○生徒が友達のCMを評価、詩の魅力について再考 

できるように、CMを見る際の観点を提示する。 

２ グループに分かれ、友達が作った CMを見て話し合

う。（２５分） 

Ｓ：自分の着目した連と同じだったけれど、映像の材

料が違うと、受ける印象が違うな。 

Ｓ：自分のものと違って、音読を聞いただけで島崎藤 

村のうれしさが伝わってくる。 

Ｓ：「薄紅」の色って、自分の思い浮かんだ色と少し違 

うな。 

○１グループ４人程度（想定６グループ）で構成

し、違うグループのCMを見られるように準備を

しておく。 

〇グループでタブレットを１台準備し、その１台で

CMを視聴させる。 

○周りのグループが気にならないように、等間隔で

グループを設置する。 

 

３ グループで話し合ったことをもとに、個人で評価

する。（１０分）                   

Ｓ：「君が情けに酌む」という言葉がいまいちよくわか 

らなかったが、他の人の話を聞いて理解できた。 

Ｓ：「こひしけれ」の部分を、あのように表現した理由 

を直接本人に聞きたい。 

Ｓ：○○さんは否定的だったけれど、私は□□さん 

のCMは音読の仕方や、終わりの表現などから全編読 

んでみたいと思った。 

 

○グループで話し合ったことをもとに、個人で見た

CMについて評価させる。その際に、オクリンク

プラスのコメントで、見たCMについて簡単な感

想を記入させる。         【★共有】 

 

 

 

 

○机間指導やコメントの内容から、根拠をもった説

明ができている生徒を意図的に指名する。 

 

 

 

 

 

 

 

○どのような内容が「わかりやすく説明する」こと 

なのか理解できるように、根拠や理由を上手に用 

いて説明した生徒を賞賛する。 

４ 良いCMが制作できた生徒を２名程選出し、前に出 

て説明してもらう。（５分）   

Ｓ：「まだあげ初めし前髪」という部分について、前髪 

を上げ始める時期は洒落っ気づく中学生くらいかな 

と思って中学生を出しました。 

 

４ 本時のめあてを確認し、学習内容の振り返りをす

る。（５分） 

 

 

 

 

○自分のCMに対しての評価を確認し、それも含め

て振り返りを書く。 

＜めあて＞ 

友達が制作したCMを鑑賞し、自分の考えを広げた

り深めたりしよう。 

＜振り返り＞ 

Ｓ：文字だけの詩から気持ちを読み取って、その自分の考えを映像にするのは難しかった。〇〇さんの説

明は、本文をもとにしていて納得できた。自分の説明も説得力のあるものにしていきたい。 

◆評価項目（思） 

オクリンクプラスのコメントの内容から、「観点

に沿った評価をしているか」を評価する。 

◆評価項目（思・態） 

発表の内容から、「自分の考えをわかりやすく説

明しているか」を評価する。 

◆評価項目（知・態） 

発表の内容から、「文章の種類や特徴について理

解しているか」を評価する。 
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Ⅲ 実践実例の紹介 

①Canva 

本実践では、「詩の魅力を伝える CMを制作する活動」において、デザイ

ンツール「Canva」を活用した。Canva は無料で利用できる点が大きな利

点である。テンプレートや素材が豊富で、動画編集や音声の取り 

込みも簡単な操作で行えるため、ICT操作に不慣れな生徒でも安心して活

動に取り組むことができた。本活動では、詩を音読し、その音声を動画に

組み込むことで、言葉のリズムや抑揚、感情の込め方を意識 

した表現が可能となった。視覚と音声を組み合わせた表現を通して、生徒

の表現力や思考力の向上が見られた。Canvaは創造的な学びを支える有効

な学習支援ソフトであるといえる。 

 

②オクリンクプラス「学年作品集」 

各クラスで制作した CM作品を学年全体で共有するために、「オクリン

クプラス」を活用し、学年作品集を制作した。授業内では自クラスの作

品を全員で鑑賞することはできたが、「他のクラスの CM も見たい」とい

う生徒の声が多く聞かれたことを受け、学年全体での共有の場を設けた。

オクリンクプラスを用いることで、作品の集約や配信を簡単に行うこと

ができ、単元時間外ではあったが生徒は時間や場所を選ばずに他クラス

の作品を鑑賞することが可能となった。これにより、表現方法の多様性

に気づく機会が増えた。そして、ICTを活用した協働的な学びの充実を図

ることができた。 

 

Ⅳ 成果（○）と課題（●） 

○CMを個人制作としたことで、表現方法や構成などを自ら選択する場面が多く生まれた。 

○一人一台のタブレット端末を使用できることで、試行錯誤や修正を各自のペースで行うことができた。 

○オクリンクプラスを用いたことで、学年全体で各々が制作したCMを共有・鑑賞することができ、詩の捉え方や

表現方法の多様性に気付き、自身の考えを広げたり深めたりする姿が見られた。 

○良い点や工夫点を伝え合う中で、表現の意図を尊重し合う態度が育まれ、生徒同士で学びを高め合う協働的な

学びの実現につながった。 

●「詩から読み取ったことを表現する・鑑賞する」という国語科としての授業のねらいから結果的に離れてしま

う生徒がいた。 

●鑑賞において映像や音声など技術面に評価が偏ってしまった。 

●鑑賞において第一印象での評価で終わってしまっている生徒がいた。 

●全員同じ詩で制作するのではなく、いくつかの選択肢の中から自分で好きな詩を選ぶ活動を入れられれば、よ

り主体性をもって活動できたように感じた。 

●鑑賞者からCM制作者へ直接感想や意見をフィードバックする機会を十分に設けることができなかった。 



 

－別添資料 2 活用例 1－ 

 

別添資料２ 

電子黒板・書画カメラを活用した意見の共有 

～カメラロールを用いた意見共有・比較～ 
桐生市立境野小学校 

教諭 樋口 連太朗 

【事例１】教科指導における電子黒板と書画カメラの併用 
 

１ 導入難易度 ★★☆☆☆（２／５） 
 

２ ねらい 
 児童が取り組んだ課題のデータやノートを電子黒板に映して、視覚的に共有させたり、

比較させたりすることを通して、他者の意見を取り入れ自分の考えを深められるようにす

る。 

 

３ 準備（使用する機能） 
電子黒板（カメラロール、オーバーレイ、ホワイトボード）、書画カメラ、タブレット

端末 

 

４ 活用の仕方 
（１）ノートの考えを共有・比較する使い方 

意見を交流する場面において、ノートを書画カメラで撮影

して、電子黒板のカメラロールに保存する。そして、図１

のように複数の画像を電子黒板で映して、それぞれの考え

について書き込む。 

 

（２）キャスト機能でタブレットの課題を比較する使い方 

（１）と同様に、意見交流の場面において、タブレットに

保存していた課題を、キャスト機能で映す。 

 

５ 成果（○）と課題（●） 
○ノートに書いた意見も電子黒板に映して比較・共有ができるため、低学年でも使用する

難易度が低く、一度にいくつもの資料を見たことで、共通点や相違点を見付けやすくな

った。 

○従来のように、実物のホワイトボードに意見を書いてそれを黒板に貼ってから比較する

という過程がなく、撮影したらすぐに比較することができるため時間を短縮することが

できた。 

○低学年の児童でも、自分の考えと比較してそれぞれの良さを考えたり、違いを受け入れ

たりして、考えを深めることができた。また、キャスト機能は、児童が主となって映す

ことができるため、他者の意見を取り入れ自分の考えを深めようとする手立てとして有

効だった。 

●児童が並び替えをしたり、書き込みをしたりすることが難しい学年もあると考えられ、 

教師主導で進んでしまうことが懸念される。 

●オーバーレイの仕様上、書き込みを行うと大きさを変えたり、並び替えたりができなく 

なる。 

 

 

 

図１ カメラロールで画像比較 
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電子黒板・デジタル教科書を活用した学習のポートフォリオ化 

～ホワイトボード・スクリーンショットとデジタル教科書の併用～ 

桐生市立菱小学校 

教諭 松田 仁 

【事例２】算数科における、単元を通した学習ポートフォリオ 

 

１ 導入難易度 ★★★☆☆（３／５） 

 

２ ねらい 

 めあてや計算過程、まとめをデジタル教科書のスクリーンショットとともにホワイトボー

ド上で整理し、導入場面や終末場面で児童に提示することを通して、各単位時間のつながり

を理解し単元をまとまりとして捉えられるようにする。 

 

３ 準備（使用する機能） 

 タブレット端末（デジタル教科書）、電子黒板（ホワイトボード・スクリーンショット） 

 

４ 活用の仕方 

問題の集団解決を行う場面において、 

電子黒板のホワイトボード機能とデジ 

タル教科書のスクリーンショットを用 

いて、児童の考えなどを書き込む。ま 

た終末の場面においても、児童の言葉 

を紡いでまとめを書き込む。本時で作 

成したホワイトボードは、次時の導入 

で振り返りとして児童に示したり、習 

熟を図る時間にこれまでの振り返りと 

して活用したり、問題を解く際のヒン 

トカードとして活用したりする。 

 

５ 成果（○）と課題（●） 

◯一単位時間の内容が一枚のホワイトボードにまとまることで、どのような学習をしたかが 

一目でわかるようになった。 

○本時の学習問題に取り組む際に、前時の学習を活用しようとする児童がだんだんと増えて

きた。 

◯前時の振り返りが短時間で行えるようになった。 

◯関連する学習でも活用できるようになった。（例：分数のかけ算→分数の割り算） 

●教科書の問題を扱うことが多くなり、児童の実態と多少のずれが生まれてしまった。 

●問題の種類によっては、ホワイトボード一枚で収めるのが難しかった。 

 

 

 

 

図１ 第２時のホワイトボード 

図３ 第４時のホワイトボード 

図２ 第３時のホワイトボード 



 

－別添資料 2 活用例 3－ 

 

電子黒板・デジタル教科書を活用した意見の共有と比較検討 

～スクリーンショット・カメラロールとデジタル教科書の併用～ 

桐生市立菱小学校 

教諭 松田 仁 

 

【事例３】国語科の読み物教材における意見の共有・比較検討 

 

１ 導入難易度 ★★★☆☆（３／５） 

 

２ ねらい 

 読み物教材における児童の考えを複数並べて表示し、共通点や相違点を見出すことを通し

て、自分の考えを見つめ直し、深い学びにつなげられるようにする。 

 

３ 準備（使用する機能） 

 タブレット端末（デジタル教科書）、電子黒板（スクリーンショット・カメラロール） 

 

４ 活用の仕方 

児童の考えを共有し、比較検討した

い場面において、デジタル教科書のス

クリーンショットと電子黒板のカメラ

ロール機能を用いて、画像を複数枚表

示して行う。 

 

 

 

 

 

５ 成果（○）と課題（●） 

○児童の考えが複数枚表示されていることで、共通点や相違点を見出しやすくなった。 

◯児童の考えにオーバーレイでさらに言葉や図を書き込むことで、比較検討の過程や結果を

視覚的に捉えやすくなった。 

◯電子黒板を活用することで、文字の色や太さなどを自由に変えられるため、大事な箇所を

目立たせたり、関係している箇所同士を線でつないだりすることができ、児童が考えを伝

えやすくなっていた。 

○電子黒板に映っている読み取りと、自身の読み取りとの比較もできるため、自己の学習を

見つめ直すことができる。 

●紙の教科書に考えを書き込み、電子黒板上でも考えを書き込むなど、児童の作業が多くな

ってしまうため、活動の時間配分や指示に注意を払う必要がある。 

●作業が多くなる分、学習のねらいにスムーズに迫るため、電子黒板に書き込みに来る児童

を意図的に指名したり、日頃から電子黒板に書き込む活動に慣れさせたりしておくなど、

配慮が必要である。 

 

図１ 児童が書き込んだデジタル教科書 



 

－別添資料 2 活用例 4－ 

 

電子黒板・タブレット端末を活用した外部との交流 

～Google Meetを活用した交流～ 

桐生市立清流中学校 

教諭 曽根 和樹 

【事例４】合唱コンクールに向けた他校との歌い合わせ 

 

１ 導入難易度 ★★☆☆☆（２／５） 

 

２ ねらい 

同じ自由曲に取り組む他校の生徒同士が、互いの合唱を聴き合い、意見を交換することを

通して、表現力や聴く力を高められるようにする。 

 

３ 準備（使用する機能） 

電子黒板、タブレット端末（Google Meet）、外付けマイク 

 

４ 活用の仕方 

遠隔地の学校や組織と交流を図りたい場面において、タブレット端末に入っているアプリ

「Google Meet」を使用する。 

 

５ 成果（○）と課題（●） 

○他校との歌い合わせは、生徒にとって新鮮であり、歌い合わせに向けてモチベーション高

く活動することができた。 

○「自分たちの合唱曲と同じ曲を聴く」ことは自校内の歌い合わせでは得られないが、他校

との歌い合わせではそれを実現することができる。合唱後の意見交流の場では、他校の合

唱に対して的確にアドバイスをすることができ、また自分たちも、いつもより具体的なア

ドバイスを得ることができ、互いに自分たちの合唱に活かすことができた。 

○歌い合わせ後に、もらった感想やアドバイスについてパートごとに話している場面を見る

ことができた。 

○今回のように遠隔地の人とコミュニケーションを取りながら学習を進めていく経験は、生

徒の今後の様々な活動につながる可能性を感じた。 

●セキュリティの関係上、他郡市とは簡単に交流できない。 

●現状のネットワーク環境では、オンラインで「合唱」を鮮明に伝えることは難しい。 

●現状の技術では「その場で合唱する、聴く」ことに重点を置くのか、「録画してあるもの

を聴いて、意見交流する」ことに重点を置くのか、目的をしっかりと据えて行う必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 



 

－別添資料 2 活用例 5－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 様々な成長段階による活用例 

  生徒や児童の成長段階や、地域の特色によって、交流を図ることができる相手は様々で

ある。中学校での合唱コンクール以外に、本班員の所属校で行った外部との交流実践事例

を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清流中学校 他校との歌い合わせの様子 

菱小学校  

他県の姉妹校との 

学習交流会の様子 

境野小学校  

近隣の保育園との 

学習交流会の様子 
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-教育相談 1 -

教育相談の部

１ 教育相談研究

教育相談研究員は、年間３０日、本年度は水曜日の午後３時から５時までの２時間、文献研究

や事例研究、各種の実践を行い相談技術の向上を目指した。また、教育相談研修講座における講

師として指導助言にあたった。

⑴ 教育相談研究員一覧（計３名）

星野 秀美(相生小) 關 百合香(境野小) 荻野 悦子(川内中)

２ 教育相談研修（初級研修、中・上級研修）

教育相談初級研修員は、年間９日、計１５の講義や実習を受講し、教育相談に関する基礎的な

知識や技能の習得及び実際の事例研究を行い、生徒指導上の問題傾向をもつ児童生徒等に適切に

対応できる教職員の資質向上を目指した。所定の研修修了後は、群馬県教育研究所連盟が主催す

る教育相談技術認定初級の資格申請を行った。

また、教育相談中・上級研修員は実習を受講し、教育相談に関する専門的な知識や技能の向上

及び実際の事例研究を行った。

⑴ 教育相談研修員一覧（合計２５名）

＜初級研修員（２４名）＞

関口 陽弓 (南 小) 津久井幸代 (南 小) 佐藤 香 (北 小)

髙橋 貴大 (境野小) 岩崎安里寿 (境野小) 森田 烈 (境野小)

茂木 満夢 (広沢小) 久保由美子 (広沢小) 吉本 圭希 (相生小)

藤井 萌花 (川内小) 鈴木 佳奈 (桜木小) 新井 健也 (桜木小)

舘岡 信枝 (菱 小) 曽根 雪月 (新中小) 小林 慶 (新中小)

鈴木 麻耶 （境野中) 萩原 敦 （川内中) 山田 龍馬 （川内中)

柴田 高希 （桜木中) 荒井 晏 （新里中) 太田 哲央 （桐一高)

＜中級研修員（１名）＞

金井 美季 (東小)



＜初級研修＞

期日 時間 研修内容 形態 単位 講師

15:00～15:30 　開講式・オリエンテーション 　　研究所担当指導主事

15:30～17:00 　事例研究の考え方・進め方 講義 1
　　相生小学校
　　　星野　秀美　教諭

15:00～16:00 　生徒指導・教育相談概論 講義 1
　　相生小学校
　　　星野　秀美　教諭

16:00～17:00 　児童生徒理解 講義 1
　　菱小学校
　　　新海　喜美子　教諭

15:00～16:00 　学級・ＨＲ経営の充実 講義 1

16:00～17:00 　カウンセリングの考え方・進め方 講義 1

15:00～16:00 　いじめの理解と対応 講義 1
　　桜木小学校
　　　柴﨑　妙子　教諭

16:00～17:00 　不登校の理解と対応 講義 1
　　桐生市教育委員会
　　　木村　　友和　指導主事

19:00～10:00 　問題行動の理解と援助・指導 講義 1
　　菱小学校
　　　新海　喜美子　教諭

10:00～12:00 　グループ・アプローチ 実習 1
　　桜木小学校
　　　柴﨑　妙子　教諭

19:30～11:30 　カウンセリング〈基礎〉 実習 1

13:00～15:00 　カウンセリング〈発展〉 実習 1

15:00～16:30 　事例研究（1） 実習

⑦ ９月１０日（水） 15:00～17:00 　事例研究（2） 実習

⑧ １０月１日（水） 15:00～17:00 　事例研究（3） 実習

　事例研究（4） 実習

　申請手続きについて 　　研究所担当指導主事

② ５月２１日(水）

③ ６月４日（水）
　　川内中学校
　　　荻野　悦子　教諭

(2)　教育相談研修講座実施日・内容・講師一覧

令和7年度　教育相談研修講座　初級研修　実施計画

桐生市立教育研究所

① ５月１４日(水）

④ ６月１８日(水)

⑤ ７月２２日（火）

⑥ ７月３１日（木）

○資格申請にあたり、上記の研修を全て受講する。

○上記研修計画は、群教連のH24実施要項「講義は１時間を１単位時間、実習は２時間を１単位時間。」「講義及び実習は、１単位時間以
上であること。ただし、カウンセリングⅠは２単位時間以上、カウンセリングⅡは１単位時間以上とする。」に基づく。

＊事例研究は、（１）（２）（３）（４）のうち２受講で、１単位の認定となる。

　　教育研究所
　　　篠原　孝之　教育相談員

*(1)

　　境野小学校
　　　關　百合香　教諭
　　桜木小学校
　　　柴﨑　妙子　教諭
　　菱小学校
　　　新海　喜美子　教諭
　　梅田中学校
　　　茂木亜希子　教諭
　　川内中学校
　　　荻野　悦子　教諭
　　教育研究所
　　　篠原　孝之　教育相談員

⑨ １０月２２日（水） 15:00～17:00

-教育相談２-



期日 時間 研修内容 形態 単位 講師

① ５月１４日(水） 15:00～15:30 　開講式・オリエンテーション

　　研究所担当指導主事
　　境野小学校
　　　　　關　百合香　教諭
    相生小学校
　　　　　星野　秀美　教諭

② ９月　３日（水） 15:00～17:00 　事例研究（1） 実習

　　境野小学校
　　　　　關　百合香　教諭
    相生小学校
　　　　　星野　秀美　教諭

③ １０月　８日（水） 15:00～17:00 　事例研究（2） 実習

　　境野小学校
　　　　　關　百合香　教諭
    相生小学校
　　　　　星野　秀美　教諭

　事例研究（3） 実習

　　境野小学校
　　　　　關　百合香　教諭
    相生小学校
　　　　　星野　秀美　教諭

　申請手続きについて 　　研究所担当指導主事

＜中・上級研修＞

令和７年度　教育相談研修講座　中・上級研修　実施計画

桐生市立教育研究所

④ １１月　５日（水） 15:00～17:00

-教育相談３-



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
17 20 21 14 0 20 21 18 18 16 18 183

総数 6 9 10 12 12 14 16 16 18 20 21
継続 0 6 9 10 12 12 14 16 16 18 20
再 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

新規 0 3 1 2 0 2 2 0 2 2 1 15
小学生 2 4 4 4 4 4 5 5 6 7 7
中学生 4 5 6 8 8 10 11 11 12 13 14

復帰・退所 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10
通所生数 6 8 9 11 0 13 15 15 16 15 18 126
延日数 35 64 87 74 0 146 161 136 132 109 150 1094

相談延数 5 7 8 3 13 5 14 14 12 18 16 115
総数 5 8 9 11 11 13 15 15 17 19 20
継続 0 5 8 9 11 11 13 15 15 17 19
再 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新規 0 3 1 2 0 2 2 0 2 2 1 15
総数 5 16 13 24 2 21 18 15 19 5 17 155
継続 5 12 10 24 2 20 14 15 17 3 14 136
新規 0 4 3 0 0 1 4 0 2 2 3 19

総数 5 14 3 2 8 3 6 2 3 46
継続 7 1 2 2 12
新規 5 7 2 2 6 1 6 2 3 34
総数 1 4 3 1 7 1 2 3 22
継続 1 1 1 1 2 6
新規 1 4 2 6 2 1 16
総数 1 4 2 2 7 5 12 3 1 2 39
継続 4 4 6 3 17
新規 1 4 2 2 3 1 6 1 2 22
総数 1 1 1 1 2 6
継続 1 1
新規 1 1 1 2 5
総数 5 13 7 16 10 51
継続 2 1 11 7 21
新規 5 11 6 5 3 30
総数 2 1 2 1 1 7
継続 1 1 1 1 1 5
新規 1 1 2

総数
幼稚園
小学校
中学校
総数

小学校
中学校
総数

幼稚園
小学校
中学校
総数 1 1 2

小学校
中学校 1 1 2
総数 2 10 19 2 33

幼稚園 2 2 2 6
小学校 17 17
中学校 10 10
総数

小学校
中学校

2 2 3 3 4 1 1 16

1 1 2 3 7
1 1 3 1 6

1 1 1 3

1 1

1 1

幼稚園

S

C

(４)　電話相談の状況
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令和８年２月28日現在

３　教育相談事業統計
通所・来所・訪問・電話相談状況等の概要(月別）

開設日

(1)　教育支援センターの状況

-教育相談４-



保護者（通所生・来所・訪問・電話）相談内容別人数(累計)

幼稚園 小1 小2 小3 小4 小5 小6 小不定 中1 中2 中3 中不定 高校 不定 合計

いじめ総数 2 2
通所生保護者

来所者 1 1
訪問
電話 1 1

不登校総数 1 83 10 5 24 15 54 9 201
通所生保護者 75 6 1 16 9 43 3 153

来所者 7 4 4 8 5 10 5 43
訪問
電話 1 1 1 1 1 5

登校しぶり総数 4 2 6
通所生保護者

来所者 4 2 6
訪問
電話

性格・行動上の問題総数 1 1 2
通所生保護者 1 1 2

来所者
訪問
電話

身体・健康上の問題総数

通所生保護者
来所者
訪問
電話

非行傾向・非行総数

通所生保護者
来所者
訪問
電話

友人関係総数 1 1
通所生保護者

来所者 1 1
訪問
電話

学業学習・進路総数 1 10 1 2 3 17
通所生保護者 1 1

来所者 9 1 2 12
訪問
電話 1 3 4

養育子育て総数 2 1 3 6
通所生保護者

来所者 2 1 3
訪問
電話 3 3

その他総数 1 1 2 4
通所生保護者

来所者 1 1
訪問
電話 1 1 1 3

通所生保護者合計 75 6 2 17 9 44 3 156
来所者合計 1 9 4 8 18 7 15 5 67
訪問合計
電話合計 3 1 2 1 1 1 1 3 3 16

令和８年２月28日現在

-教育相談５-



お わ り に

幼稚園や学校は、社会と切り離された存在ではなく、社会の中にありま

す。グローバル化や急速な情報化、技術革新など、社会の変化を見据えて、

子供たちが未来の社会の創り手となるために必要な資質・能力を育くむた

めの「社会に開かれた教育課程」の実現や「主体的・対話的で深い学び」

の視点からのＩＣＴの有効活用も含めた授業改善を図ることが求められて

います。

本研究所では、これらのことを踏まえるとともに「桐生市教育委員会 教

育行政方針」に示された重点施策及び喫緊の課題等も鑑み３つの課題研究

班を組織し、それぞれが実践的な研究に取り組んでまいりました。

また、教職員の教育相談に係る資質向上も重要な課題であるととらえ、

教育相談研究員３名を委嘱し、指導者・リーダーの育成を目指してまいり

ました。

まずは、課題研究員・相談研究員の先生方、通常の校務に従事しながら、

大変ご多用な中での１年間の努力に対して心より敬意を表します。

この「研究報告集第１２３号」には、各研究班・研究員の熱意が伝わる

取組とその成果を収録することができ、何れも本市喫緊の教育課題解決を

目指した実践的な研究になったと考えます。

これらの研究成果を、各学校の授業改善や学級経営・生徒指導・教育相

談等の更なる充実のために活用していただければ幸いです。

終わりに、研究・研修の推進にあたり、指導助言をいただいた先生方、

研究員を支えていただいた各園・各学校の園長・校長先生をはじめとする

職員の皆様に心より感謝申し上げるとともに、県内各教育機関の皆様には、

御高覧の上、御指導いただけますようお願い申し上げます。

令和８年３月

桐生市立教育研究所

副所長 新保 和孝


